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‡　指定文化財等保護専業

1　国e県e市指定文化財（国指定16件・県指定20件・市指定133件、合計169件）

指定文化財一覧表1

N o 指定区分 文化財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

1 国指定 重要文化財 旧中込学校校舎 （附　 建築文書 3 点）1 棟 中込 佐久市 S44．3．12

2 国指定 史　 跡 旧中込学校 1 ヶ所 中込 佐久市 S44．4．12

3 国指定 重要文化財 紙本着色一遍上人絵伝　 巻第二 1 巻 野沢 金台寺 S59．1．30

4 国指定 重要文化財 紙本墨書他阿上人自筆仮名消息 1 軸 野沢 金台寺 S59．1．30

5 国指定 重要文化財 駒形神社本殿 （附　 棟札 4 枚） 1棟 下塚原 駒形神社 S24．5．30

6 国指定 重要文化財 鉄鐘 1 口 跡部 藤沢平治 S52．6．11

7 国指定 重要無形民俗文化財 跡部の踊 り念仏 1 つ 跡部 跡部踊り念仏保存会 H 12．12．27

8 国指定 天然記念物 岩村田ヒカリゴケ産地 1 ヶ所 岩村田 佐久市 T lO．3．3

q
l　Lノ　l

国指定 董重要文化財 －新海三社神社三重塔　　　　　　　 l1 棟　　 －l芋l「1
l⊥ll卜‾」　　　　　　　　　l

新海三社神社　 l M 40．8．28　 11 9 l 国指定 I重要文化財 i 新海三社神社三重塔 は棟 I円「1
l⊥l　ト→

l新海三社神社 l　 M 40．8．28　 1

10 国指定 史　 跡 龍岡城跡 1 ヶ所 田口 佐久市 S 9．5．1

11 国指定 重要文化財 新海三社神社東本社 1棟 田口 新海三社神社 S 12．7．29

12 国指定 重要文化財 六地蔵憧 1 基 入沢 佐久市 S36．3．23

13 国指定 重要文化財 高良社 （旧八幡社本殿） 1棟 蓬田 八幡神社 S 17．12．22

14 国指定 重要文化財 福王寺の木造阿弥陀如来座像 1体 協和小平 福王寺 S25．8．29

15 国指定 重要文化財 真山家主屋 ・土蔵 2 棟 望月本町 真山純子 S48．6．2

16 国指定 特別天然記念物 ニホンカモシカ S50．2．15

1 県指定 県　 宝 木造阿弥陀如来座像 1体 岩村田 西念寺 S34．11．9

2 県指定 県　 宝 木造地蔵菩薩半伽倍像 1体 根々井 正法寺 S44．5．15

3 県指定 県　 宝 木造阿弥陀如来座像及び両脇侍立像 3 体 安原 安養寺 H 6．8．15

4 県指定 県　 宝 版本大般若経 577 巻 安原 安養寺 S63．3．24

5 県指定 県　 宝 貞禅寺三重塔 1 基 前山 貞禅寺 H 4．9．10

6 県指定 県　 宝 貞禅寺惣門及び山門 2 門 前山 貞禅寺 H 15．4．21

7 県指定 史　 跡 三河田大塚古墳 1基 三河田 柳沢　 茂 S37．7．12

8 県指定 史　 跡 伴野城跡 1 ヶ所 野沢 大伴神社 ・佐久市 S40．4．30

9 県指定 史　 跡 根井氏館跡 1 ヶ所 根 々井 正法寺 S40．7．29

10 県指定 史　 跡 北高禅師墓碑 1基 岩村田 龍雲寺 S44．10．2

11 県指定 史　 跡 岩尾城跡 1 ヶ所 鳴瀬 個人 3 9 人 S46．5．27

12 県指定 史　 跡 平賀氏城跡 1 ヶ所 常和城下他 個人 3 7 人 S46．5．27

13 県指定 史　 跡 大井城跡 （王城 ・黒岩城） 2 ヶ所 岩村田 個人 3 4 人 S46．5．27

14 県指定 天然記念物 王城のケヤキ 1 本 岩村田 荒宿十二社 S61．3．27

15 県指定 有形文化財 井出家座敷 1 室 臼田 井出　 卓 S 50．7．21

16 県指定 天然記念物 広河原の洞穴群 11穴9池 田口 禅昌寺 S51．3．29

17 県指定 有形文化財 上官寺梵鐘 1 基 田口 上官寺 S52．3．31

18 県指定 無形民俗文化財 湯原神社式三番 1 つ 湯原 湯原神社式三番保存会 S56．2．2

19 県指定 有形文化財 鋳銅箔鍍金花瓶 1 口 臼田 弥勘寺 S62．3．27

20 県指定 史　 跡 五郎兵衛用水跡 1路 望月・浅科 佐久市 ・建設省 S58．12．26

1



指定文化財一覧表2

N o 指定区弱ゝ　文化財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

1 市指定 有形文化財 金台寺の鉦 1 口 野沢 金台寺 S46．101

2 市指定 有彪文化財 竹田の鉦 （一） 1 日 竹田 工藤光吉 S46．10．1

3 市指定 有形文化財 竹田の鉦 （二） 1 口 竹田 工藤勇祐 S46．10．1

4 市指定 有形文化財 平賀村中善寺大般若経 600 巻 平賀 中善寺 S49．12．1

5 市指定 有形文化財 下桜井村寛永の五人組帳 1 冊 桜井 臼田繁雄 S49．12．1

6 市指定 有形文化財 永禄十一年上原筑前御恩御検地帳 2 冊 瀬戸 柳沢譲 S49．12．1

7 市指定 有形文化財 龍雲寺の中世文書 3 8 点 岩村田 龍雲寺 S62．10．20

8 市指定 有形文化財 安養寺の中世文書 7 点 安原 安養寺 S62．10．20

9 市指定 有形文化財 大井法華堂修験関係文書 859 点 岩村田 大井道也 H 1．11．6

10 市指定 有形文化財 平尾大社本殿 1棟 上平尾 平尾大社 S49．12．1

11 市指定 有形文化財 旧大沢小学校 1棟 大沢 佐久市 H 8．6．6

12 市指定 有形文化財 倉沢薬師堂 1 棟 前山 貞禅寺 H lO．4．30

13 市指定 有形文化財 取出町百番観音 100体一式 取出町 取出町区 S49．12．1

14 市指定 有形文化財 桃源院木造地蔵菩薩坐像 1 体 南岩尾 桃源院 S49．12．1

15 市指定 有形文化財 安養寺の木造法燈国師倍像 1 体 安原 安養寺 S62．10．20

16 市指定 有形文化財 木造愛染明王坐像および脇侍木造両界大日如来坐像 3 体 志賀 法禅寺 H l．11．6

17 市指定 有形文化財 大沢村旧長命寺仁王堂應永在銘石柱 1柱 大沢 長命寺 S54．9．25

18 市指定 有形文化財 正法寺多層塔 1基 根々井 正法寺 H lO．12．28

19 市指定 有形文化財 暦應在銘板碑 1基 中込 正楽寺 S57．3．1

20 市指定 史　　　 跡 大梅禅師墓碑 1 基 内山 正安寺 S45．10．1

21 市指定 史　　　 跡 鵜縄沢端一里塚東壕 1 基 岩村田 関口芳幸 S45．10．1

22 市指定 史　　　 跡 安原大塚古墳 1 基 安原 英多神社 S4510．1

23 市指定 史　　　 跡 北西ノ久保の石造塔婆群 1 群 岩村田 信州短期大学 S49．12．1

24 市指定 史　　　 跡 正楽院の供養塔 1基 平賀 長福寺 S49．12．1

25 市指定 史　　　 跡 前山城跡 1 ヶ所 前山 個人1 1 人 S56．4．23

26 市指定 名　　　 勝 絞月原 1 ヶ所 小田井

根岸

4、宮山

常和

佐久市 S53．2．1

27 市指定 有形文化財 上直路遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62．10．20

28 市指定 有形文化財 東一本柳古墳出土遺物 一括 佐久市 S62．10．20

29 市指定 有形文化財 北西ノ久保遺跡出土の埴輪 一括 佐久市 S62．10．20

30 市指定 有形文化財 周防畑B 遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62．10．20

31 市指定 有形文化財 中道遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62．10．20

32 市指定 史　　　 跡 瀧の峯古墳群 4 基 個人6 名 S62．10．20

33 市指定 有形文化財 瀧の峯古墳群出土遺物 一括 佐久市 S62．10．20

34 市指定 史　　　 跡 後沢遺跡 1 ヶ所 佐久市 S62．10．20

35 市指定 有形文化財 後沢遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62．10．20

36 市指定 天然記念物 白山神社イチヰの古樹 1 本 白山神社 S45．10．1

37 市指定 天然記念物 野沢町の女男木 1 本 野沢 大伴神社

荒宿区

S46．10．1

38 市指定 天然記念物 チョウゲンボウ 2 ヶ所 伴野・鳴瀬 S53．2．1

39 市指定 無形民俗文化財 岩村田祇園におけるお船様祭り 1 つ

1

岩村田 S58．9．1

40 市指定 史　　　 跡 舟つなぎ石 塩名田 S25．12．1

ー　2　－



指定文化財一覧表3

No 指定区労 文化財名 名　　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

41 市指定 天然記念物 お神明の三本松 1本 上4、田切 上小田切西区 S47．5．5

42 市指定 史　　　 跡 蛇塚古墳 1基 臼田 佐久市 S47．5．5

43 市指定 史　　　 跡 幸神古墳群 4 基 田口 新海三社神社 S47．5．5

44 市指定 史　　　 跡 西の窪1 9 号古墳 1基 入沢 桜井やす S47．5．5

45 市指定 有形文化財 相沢寺仏画 4 1両 臼田 相沢寺 S48．3．10

46 市指定 天然記念物 入沢風穴 1 ヶ所 入沢 三石正長 S48．3．10

47 市指定 有形文化財 田野口藩陣屋日記 372 冊 下起 佐久市 S50．11．22

48 市指定 有形文化財 湯原神社青銅鰐口 1 口 湯原 湯原神社 S52．3．31

50 市指定 有形文化財 信濃奇勝録版木 1線 臼田 井出敏 S52．3．31

49 市指定 有形文化財 大宮諏訪神社青銅鰐口 1 口 入沢 大宮諏訪神社 S52．3．31

51 市指定 有形文化財 滝秩父札所観音石仏 3 4 尊 湯原 湯原区 S53．2．17

52 市指定 有形文化財 水落観音町石石仏 1 3 尊 田口 水落山観音院 S53．2．17

】53l市指定 I有形文化財 l 相沢寺平鉦　　　　　　　　　　　 i 1　「1－⊥　LJ　 l臼田　 l 相沢寺　　　 l S54 3 31 1153 l市指定 l有形文化財 l 相沢寺平鉦 I　l 「1⊥　L」 l臼田 l 相沢寺 l　 s54 3 31 I

54 市指定 有形文化財 弥勤寺板碑 1基 臼田 弥勒寺 S54．3．31

55 市指定 有形文化財 医王寺板碑 1基 臼田 医王寺 S54．3．31

56 市指定 有形文化財 御魂代石 1基 田口 新海三社神社 S55．3．31

57 市指定 有形文化財 岩水秩父札所観音木像 3 4 体 平林 岩水区 S55．3．31

58 市指定 有形文化財 大宮諏訪神社石棒 1 本 入沢 大宮諏訪神社 S57．4．1

59 市指定 有形文化財 解体人形 1 体 田口 小林勝彦 S57．4．1

60 市指定 有形文化財 磨崖石仏群 5 基 三分 三分区 S58．3．25

61 市指定 有形文化財 姫の石像 1体 下小田切 下小田切区 S58．3．25

62 市指定 有形文化財 大日宝塔 4 基 三分 遍照寺 S58．3．25

63 市指定 有形文化財 丸山家中世古文書 3 点 田口 丸山桟太 S58．3．25

64 市指定 有形文化財 新海三社神社中世古文書 3 点 田口 新海三社神社 S58．3．25

65 市指定 有形文化財 小太刀古狐丸 1振 入沢 日向広邦 S60．3．28

66 市指定 有形文化財 地獄極楽図 2 軸 臼田 弥勒寺 S62．3．25

67 市指定 有形文化財 入沢焼茶壷 1 点 下越 佐久市 S63418

68 市指定 天然記念物 キレハエビラシダ 1群 上小田切 上小田切区 S63 1121

69 市指定 有形文化財 物部の銅印 1個 常和 上原政彦 H 5．7．1

70 市指定 有形文化財 蕨手刀 （わらびてのたち） 1振 下越 佐久市 H5．7．1

71 市指定 有形文化財 鋳帯具 1 組 下越 佐久市 H5．7．1

72 市指定 有形文化財 山宮家中世古文書 4 点 田口 山宮博子 H8．51

73 市指定 有形文化財 龍岡藩高札場 1棟 田口 佐久市 H9．4．1

74 市指定 有形文化財 日影堂百番観音木像 100体一式 臼田 医王寺 H 9．4．1

75 市指定 有形文化財 吉祥寺山門 1棟 入沢 吉祥寺 H lO．4．1

76 市指定 有形文化財 薬師堂薬師三尊像 3 体 入沢 日向一族 H lO．4．1

77 市指定 有形文化財 金剛力士像 2 体 田口 上官寺 H ll．4．1

78 市指定 有形文化財 泉龍院捏楽園 1軸 中小田切 泉龍院 H 12 327

79 市指定 有形文化財 磨崖青面金剛 1 尊 田口 大工原一彦 H 14．3．6

80 市指定 有形文化財 新海三社神社中本社 ・西本社 2 棟 田口 新海三社神社 H 14．3．6

－　3



指定文化財一覧表4

No 指定区分 文化財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

81 市指定 有形文化財 大宮諏訪神社本殿 1棟 入沢 大宮諏訪神社 H 15．3．6

82 市指定 有形文化財 三条神社本殿 1棟 入沢 三条区 H 15．3．6

83 市指定 天然記念物 黒沢家コナラ 1本 湯原 黒沢家 H 16．21 3

84 市指定 天然記念物 児落場峠天然カラマツ 1本 入沢 佐久市 H 16．2．13

85 市指定 有形文化財 五輪塔群 1群 塩名田 塩名田区 S47．81

86 市指定 史　　　 跡 塩名田本陣跡 1棟 塩名田 丸山憲一 S25．12．1

87 市指定 有形文化財 山の神石両 1基 御馬寄 御馬寄区 S56．8．1

88 市指定 有形文化財 石仏十王像 5 尊 御馬寄 御馬寄区 S56．8．1

89 市指定 史　　　 跡 御馬寄古城跡 1ヶ所 御馬寄 山浦幸之助外 S25．12．1

90 市指定 天然記念物 勝手神社のケヤキの木 1本 御馬寄 勝手神社 H 15．10．30

91 市指定 天然記念物 関所破りの桜 1本 甲 市川恒世 S44．515

92 市指定 無形民俗文化財鳥追い祭り 1つ 上原 上原鳥追い祭り保存会 H 9．2．20

93 市指定 有形文化財 長念寺の木造阿弥陀如来立像及び胎内文書 1体 甲 長念寺 H92 20

94 市指定 史　　　 跡 中山道一里塚跡 1 ヶ所 甲 山本武広 H 9．2．20

95 市指定 史　　　 跡 土合一号古墳 1基 甲 金箱保 S25．121

96 市指定 史　　　 跡 火の雨塚古墳 1基 桑山 寺尾福丸 S25．12．1

97 市指定 史　　　 跡 八幡宿本陣跡 1ヶ所 八幡 小松勇夫 H 9．2．20

98 市指定 有形文化財 八幡神社の算額 1面 八幡 八幡神社 H 9．2．20

99 市指定 有形文化財 八幡神社の瑞垣門 1棟 八幡 八幡神社 H 9．2．20

100 市指定 有形文化財 八幡神社の随神門 1棟 八幡 八幡神社 H 9．2．20

101 市指定 有形文化財 八幡神社の本殿 1棟 八幡 八幡神社 H 9．2．20

102 市指定 史　　　 跡 野馬除け柵跡 数カ所 御牧原 個人所有 S35．815

103 市指定 史　　　 跡 虚空蔵のろし場跡 1 ヶ所 矢島 八幡神社 S25．12．1

104 市指定 有形文化財 矢島の五輪塔 1基 矢島 宝泉寺 S25．12．1

105 市指定 有形文化財 矢島道祖神 1基 矢島 矢島区 S62．10．1

106 市指定 史　　　 跡 兜山古墳 2基 八幡蓬田 依田仁 H 16．11．24

107 市指定 有形文化財 百番観音石仏群 100 尊 春日 飯塚宗治 S61．9ユ0

108 市指定 有形文化財 市川家の石造大日如来坐像 1体 布施入 市川豊 S61．9ユ0

109 市指定 有形文化財 城光院の石造庚申塔 1基 望月県町 城光院勝山昌一 S61．9．10

110 市指定 有形文化財 城光院の石造十王像 1 0 尊 望月県町 城光院勝山昌一 S61．9．10

111 市指定 有形文化財 城光院の石造宝医院塔 4基 望月県町 城光院勝山昌一 S61．9．10

112 市指定 有形文化財 万治の石造大日如来 1体 協和天神 比田井良嗣 S61．9．10

113 市指定 有形文化財 福王寺の石造庚申塔 1基 協和小平 福王寺桑沢俊胤 S61．9．10

114 市指定 有形文化財 福王寺の木造日光菩薩立像 1体 協和小平 福王寺桑沢俊胤 S61．9．10

115 市指定 有形文化財 福王寺の木造月光菩薩立像 1体 協和小平 福王寺桑沢俊胤 S61．9．10

116 市指定 有形文化財 福王寺の木造雨宝童子立像 1体 協和小平 福王寺桑沢俊胤 S61．910

117 市指定 有形文化財 福王寺の木造毘沙門天立像 1体 協和小平 福王寺桑沢俊胤 S61．9．10

118 市指定 有形文化財 月輪寺跡の石造笠塔婆 1基 印内 印内区 S61．910

119 市指定 有形文化財 天神の元禄の石造双対道祖神 1体 協和天神 天神区 S619 ユ0

120 市指定 有形文化財 入布施の石造片手合掌双体道祖神 1体 布施入 布施区 S61．9．10
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指定文化財一覧表5

No 指定区分 文化財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

12 1 市指定 有形文化財 牧布施の石造庚申塔 1基 布施 牧布施区 S61．9．10

122 市指定 無形民俗文化財 岩下の踊 り念仏 1 つ 春日岩下 岩下踊り念仏保存会 S61．9．10

123 市指定 無形民俗文化財 根神社の式三番里 1 つ 春日宮の入 根神社式三番翌保存会 S61．9．10

124 市指定 無形民俗文化財 榊祭 1 つ 望月 望月区 S61 9 10

125 市指定 史　　　 跡 下吹上遺跡 1 ヶ所 協和吹上 佐久市 S61．9．10

126 市指定 史　　　 跡 中山道 佐久市 S61．9．10

127 市指定 史　　　 跡 王塚古墳 1基 協和 比田井区 S 61．9．10

128 市指定 天然記念物 山の神のコナラ群 1群 春日西久保 春 日財産区 H 9．3．14

129 市指定 天然記念物 小野山家のエ ドヒカン 1本 春 日向反 小野山駿吉 H 9．3．14

130 市指定 天然記念物 蓮華寺のスギ 1本 春日下の宮 蓮華寺日暮良三 H 9．3．14

131 市指定 天然記念物 大井家のエ ドヒカン 1本 協和高呂 大井誉敬 H 9．3．14

132 市指定 天然記念物 福王寺のヒイラギ 1本 協和小平 福王寺桑沢俊胤 H 9．3．14

1　′‾ヽ√ヽ⊥JJ 市指定 無形民俗文化財 春日本郷地区道祖神祭 り 1つ 春日本郷 春 昌本郷地区 TTl／‾＼‘「lr1／‾＼n ⊥U．∠．∠U

2　普及。公開事業

旧中込学校入館者数　　　9，474人（開館日数304日）

藤村旧宅入館者数　　　1，649人（開館日数138日）

Ⅱ　埋蔵文化財事業

1　保護e保存事業

（1）記録保存

1）概要

開 発 原 因 者
調　 査　 実　 施　 数

報 告 書 刊 行
発　 掘 試　 掘 立　 会 整　 理 計

国

県
市

等

国 ・県 補 助 1 1 1

建 設 事 務 所 8 7 15 3

佐　 久　 市 4 10 11 25 1

個 人 ・民 間 企 業 2 25 8 1 ：茹 2

合　　　　 計 14 ∠2 19 2 77 7

原 因 者 負 担 14 1 15 6

国 ・県 補 助 42 19 1 62 1

5



2）発掘調査・整理作業

N o 遺 跡 名 調 査 面 積 所 在 地 事 業 備 考

1 開 戸 田 遺 跡 他 5 ，3 85 Id 平 賀 国補 道 路 改 良 （国 ）2 54 号 佐 久 平 賀 バ イパ ス 住居址 111 （古 ・奈 ・平 ）、掘立柱建物址 、溝 、特殊 遺構 、土坑 、鍛冶址

2 地 ケ入 遺 跡 他 18 ，9 94 Id 志 賀 県単地方道路交付金事業　 下仁 田浅科線佐 久市駒 込 住 居 址 （平 ）、 竪 穴状 遺構 （中世 ）、 火 葬 墓 、 土 坑 、 頁 岩 原 産 地

3 野 沢館 跡 Ⅷ 70 0 Id 野 沢 地 方 道 路 交 付 金 （街 路 ） 堀 1 （中 世 ）、 土坑 1 3、 竪 穴 3 （中世 ）

4 市 道 遺跡 Ⅲ他 8 ，00 0 扇 跡 部 国 道 14 1 号 臼 田野 沢 バ イパ ス拡 幅 工 事 住 居 址 106 、 掘 立 柱 建 物 址 37 、 土 坑 15 1、 溝 21 、 竪 穴 9 他

5 西→奉柳遺跡ⅩⅢ 33 7 n了 岩村 田 貸 事 務 所 建 設 住 居址 3 5 （弥 ～平 ）、 掘 立 柱 建 物 址 、 土 坑 、 溝

6 北 畑 遺 跡 I 1 ，50 0 前 桜 井 中 部横 断 自動 車 道 佐 久 南 IC 建 設 土坑 2 3 、溝 4 、P it、 包 含 層 （縄 ・弥 ・平 ）

7 寄 壕 遺 跡 1，59 8 Id 今 井 県 単 道 路 改 築 事 業 住 居 址 1 3 （弥 ・古 ）、 掘 立 柱 建 物址 6 、 溝 12 、土 坑 17

8 大 豆 田遺 跡 900 I肩 長 土 呂 臨 時 交付 金事 業　 市 道 2 － 5 号 線 住 居 址 8 、掘 立 柱 建 物 址 4 、溝 1 、土 坑 12

9 須 釜 遺 跡 6 6．5 n 了 蓬 田 道路 改 良 溝 5 、 土 坑 1

3）整理作業

N o 遺跡名 所在地 事業 備考

1 前 田遺跡 Ⅴ他 小 田井 国補交通安全施設等整備事業 第133 集　 曽根城遺跡Ⅳ、下曽根遺跡Ⅷ、前田遺跡V 、鋳師屋遺跡Ⅲ

2 下信濃石遺跡 岩村 田 土地区画整理事業 第 134 集　 下曽根遺跡

4）試掘・立会調査

N o 遺 跡 名 所 在 地 調 査 面 積 （扇 ） 開 発 面 積 （扇 ） 調 査 期 日 種 別

1 上 砂 田遺 跡 岩 村 田 39 0 2，4 0 0 H 17 ．5．13 試 掘

2 栗 毛 坂 遺 跡 群 岩 村 田 3 33 1，9 60 H 17．4．2 6 試 掘

3 跡 坂 ・芋 の 原 遺 跡 群 横 根 20 1 91 ．22 H 17．5．2 3 ・24 、 8．3 － 5 試 掘

4 枇 杷 坂 遺 跡 群 岩村 田 30 2 ．6 1 2 35 8 ．09 H 17．5．2 5 ・26 試 掘

5 栗 毛 坂 遺 跡 群 岩村 田 73 ．2 7 14 H 17．6 ．1 試 掘

6 平 賀 中屋 敷 遺跡 群 平 賀 73 ．2 7 14 H 1 7．6 ．1 試 掘

7 久禰 添 遺 跡 太 田部 3 2 1，9 12 H 1 7．6 ．9 試掘

8 岩村 田遺 跡 群 岩 村 田 3 2 1 ，83 1 H 17 ．6 ．8 － 10 試 掘

9 梨 の木 遺 跡 中 込 2 5 2 3 1．17 H 17 ．6 ．4 試 掘

1 0 岩 村 田遺 跡 群 岩 村 田 20 9．1 1 ，24 2．5 H 17 ．6 ．10 試 掘

1 1 中原 遺 跡 群 今 井 16 5 1，61 0 H 17 ．6．13 試 掘

12 城 下 遺 跡 群 下 小 田切 1，3 15 2 6，0 00 H 17 ．7．19 － 2 2 ・25 、 10 ．18 試 掘

13 松 の 木 遺 跡 岩 村 田 5 42 36 ，0 00 H 17 ．7．20 ・2 1、 H 18．1．4 － 7 試 掘

14 国 蔵 山 古 墳 岩村 田 59 7 80 H 17．7．2 1 試 掘

15 野 馬 窪 遺 跡 群 猿 久 保 3 16 6 47 H 17．7 ．11 ・12 試 掘

16 社 宮 司 遺 跡 原 5 0 5 ，1 80 H 1 7．8 ．5 試 掘

17 北 畑 ．遺跡 群 伴 野 4，3 10 25 ，00 0 H 1 7．8 ．17 － 9．5 試 掘

18 前 田遺 跡 群 塚 原 19 4．2 2 1，08 7．9 9 H 17 ．9 ．14 試 掘

1 9 前 田遺 跡 群 塚 原 10 5．7 5 1，0 02 ．9 1 H 17 ．9 ．13 試掘

20 西 一 里 塚 遺 跡 群 根 々井 3 2 134 ．4 9 H 17 ．9 ．15 試掘

2 1 野 沢 城 跡 野 沢 23 ．32 2 43 ．8 2 H 17 ．10 ．14 試 掘

22 七 曲 り下 遺 跡 臼 田 1，0 00 ．54 17 ，7 87 ．7 5 H 17 ユ0 ．15 ・16 ・19 試 掘

23 落 合 居 屋 敷 遺 跡 鳴 瀬 1 91 ．85 1，9 12 H 17 ．10 ．2 4 試 掘

24 岩 尾 城 跡 鳴 瀬 3 5．14 2 ，4 62 H 17．10 ．2 1 試 掘

2 5 西 一 里 塚 遺 跡 群 根 々井 3 5．14 5 ，8 00 H 17．11 ．2 － 1 1 試 掘

2 6 周 防畑 遺 跡 群 長 土 呂 25 0 4 ，8 50 H 1 7ユ1 ．24 ・2 5 試 掘

2 7 須 釜 原 窯 跡 蓬 田 17 9 2 ，70 0 H 1 7．11．24 ・2 5 試 掘

28 西 久 保 B 遺 跡 春 日 14 5 5 ，00 0 H 17 ．11．29 ・3 0 試 掘

29 五 庵 遺 跡 田 口 6 1．8 3 8 76 ユ H 17 ．11．29 ・30 試 掘

30 宮 浦 遺 跡 群 桜 井 2 5 ，0 11 H 17 ．12．5 － 10 、H 18 ．3 ．17 － 2 3 試 掘

3 1 芝 宮 遺 跡 群 長 土 呂 282 4 ，9 52 ．8 1 H 18 ．1 ．19 ・2 0 試 掘

32 岩 村 田 遺 跡 群 岩 村 田 96 7 9 1ユ2 H 18 ．1 ．12 試 掘

33 濁 り遺 跡 平 塚 15 8 ．28 8 72 H 17 ．12 ．15 ・16 ・1 9 試 掘

34 濁 り遺 跡 岩村 田 32 6．75 2，3 97 H 18．2．6 ・7 試 掘

3 5 町 田遺 跡 群 跡 部 42 27 3 ．35 H 18．1．17 試 掘

3 6 寄壕 遺 跡 群 横 和 20 0 2 ，3 47 H 17．10 ．1 1 ・12 試 掘

3 7 枇 杷 坂 遺 跡 群 佐 久 平 駅 南 8 5 1，18 0 H 1 8．3 ．6 試 掘
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N o 遺 跡 名 所在地 調査 面積 （前） 開発面積 （前） 調査期 日 種別

38 高 師町遺跡 新子田 120 9 98 H 18．2．13 ・14 試掘

39 周 防畑遺跡群 佐久平駅北 363 1，665 H 18．2．15 ・16 試掘

40 塚原屋敷添遺跡 根々井 333 4，200 H 18．3．9 ～ 16 試掘

41 三千束遺跡群 三塚 8，354 H 18．3．13 ～ 16 試掘

42 東五里 田遺跡 野沢 1，500 H 18．3．17 － 23 試掘

43 中原遺跡群 （隣接） 三河田 2，972 H 17．5．27 立会

44 常田居屋敷遺跡群 長土呂 37．44 1 98．4 H 17．6ユ6 立会

45 大塚遺跡群 （隣接） 中込 21，80 5．61 H 17．7．7 － 20 立会

46 東大久保遺跡群 下平尾 25．75 39 9．04 H 1 7．10．27 ・18 立会

47 野鳥除柵跡 桑山 464．66 H 1 7．11．18 立会

48 前澤遺跡 野沢 364 H 17．12ユ 立会

49 周防畑遺跡群 長土 呂 1，012 H 17ユ2．22・23 立会

50 周防畑遺跡群 長土 呂 2，568．82 H 18．1．25 立会

51 竹 原遺跡 （隣接） 平賀 1，553 H 17．12．6 ～ 8 立会

52 志賀神 明の木遺跡 志 賀 40 H 18．1．19 － 23 立会

53 周 防畑遺跡群 長土呂 1，000 H 18．2．15 － 3．8 立会

54 周 防畑遺跡群 塚原 3，150 H 18．2．8 － 3．16 立会

55 周防畑遺跡群 長土呂 545 H 18．1．12 － 21 立会

56 未周知 御馬寄 5，300 H 18．1．11 ～ 3．15 立会

57 宮の上遺跡群 横和 1，520 H 17．7．4 － 11．22 立会

58 石附遺跡 （隣接） 根岸 2，80 0 H 18．2．2 ・3 立会

59 末周知 末馬寄 2，80 0 H 18．3．6 － 24 立会

60 番屋前遺跡群 酋妾 神 656．96 H 18．3．3 立会

61 龍岡城跡 田 口 0．25 0．25 H 1 8．2．28 立会

2　普及◎公開活動

（1）講座・説明会等

名　　　 称 開　 催　 地 開　 催　 日 参　 加　 者 内　　　　　　　　 容

出 前 講 座 岩 村 田 高校 平 成 17 年 5 月25 日 生 徒 120名 佐 久 の古 代

第 26回 少 年 考 古 学 教 室 文 化 財 課 事 務 所 平 成 17 年8 月4 日 市 内 小 中学 生 30名 土偶 ・埴 輪 の制 作

出 前 講座 熊 の湯 平 成 17年 9 月10日 高 校 退 職 教 職 員 組 合 員20 名 佐 久 の古 代

発 掘 現 場 説 明 会 市 道 遺 跡Ⅲ 平 成 17年 1 1月2 日 市 民 100名 ・小 学 生 100名 市 道 遺 跡 Ⅲの発 掘 内 容

長 土 呂 区 文 化 祭 講 演 長 土 呂公 会 場 平 成 17年 11月6 日 区 民 80名 長 土 呂の昔

佐 久 市 生 涯 学 習 出 前 講座 石神 公会 場 平 成 17年 11月19 日 区 民40 名 石 神 教 養 講 座 「佐 久 の原 始 古 代 その2 」

（2）文化財課資料展示室利用状況

入場者数　348名（市内242名、県内30名、県外76名）

3　分析◎鑑定

N o 遺跡名 種別 内容

1 下信濃石遺跡 分析 樹種・種実・プラントオパール・骨・黒曜石原産地・放射性炭素年代測定・顔料

2 市道遺跡 分析 樹種 ・種実・骨・漆・放射性炭素年代測定

3 長峯古墳 保存処理 鉄製品

4 開戸田・扇田遺跡 保存処理 鉄製品

5 西一本柳遺跡Ⅷ 保存処理 鉄製品

6 市道遺跡 保存処理 金属製品

7



1扇田遺跡

所　在　地　佐久市内山字扇田7118－2、7119－2、7120、7124外

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　国補道路改築（国）254号佐久平賀バイパス

調査期間　平成16年7月5日～平成18年6月17日

調査面積　2，400Iポ

調査担当者　上原　　学　佐々木宗昭　小林　眞寿

r＼此∴ハハ軋

ノ

写碇ふむ澤
坑
－ノク

1

＼

瑚こ．チ∴／∵
ヽ

1．、1．．1、

経過と立地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扇田遺跡位置図（1＝50・000）

扇田遺跡は佐久市内山地籍の標高708～710mを測る滑津川右岸の氾濫原沖積地上に位置し、これまで遺跡の不鮮

明な地域であった。

H16年度に試掘調査を行った結果、古代集落の存在が確認されたため、昨年に引き続き記録保存を目的とした発掘

調査を実施した。

調査概要

調査によって発見された遺構は、古墳時代から平安時代に至る住居址、掘立柱建物址、土坑、溝、Pit、である。遺物

は当時使用していた土師器・須恵器・灰粕陶器・緑粕陶器といった土器が中心で形状を残すものも多数出土した。特徴

的な遺構・遺物としては、平安時代の土坑内から鍛冶に関係する道具である楯の羽口、洛解した鉄くずである鉄津が出

土した。このことから本集落内において鉄製品の製作を行った小鍛冶が存在していたことを伺い知ることができた。

遺　　構

竪穴住居址－91軒（古墳14、奈良12、平安54、不明11）

掘立柱建物址ー4棟

溝址

土坑

遺　　物

土師器（杯・碗・皿・耳皿・高杯・璽・壷・甑・羽釜）

須恵器（杯・有台杯・高杯・杯蓋・嚢・壷・甑）

灰袖陶器（碗・皿・壷）

緑粕陶器（碗・皿・壷）

鉄製品（釘・刀子・紡錘車・斧）

石製品（紡錘車・揖臼・すり石・敲石・打製石斧）

玉類（滑石製臼玉・管玉）

←北川調査区全景（西から）

－　8　－
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2　野沢館跡Ⅶ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市野沢字下木戸258－1外

佐久建設事務所

県単緊急地方道路整備事業一取手中央線一

平成17年7月25日～8月26日、10月13・14

平成18年1月23日

125Id（開発面積450Iが）

林　　幸彦　森泉かよ子

経過と立地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野沢館跡Ⅷ位置図（1‥50，000）

野沢館跡は、佐久市野沢に所在し、佐久市中央を北流する千曲川左岸の低河岸段丘上にあり、標高は675m内外を

測る。平安時代末から中世にかけて営まれた居館跡である。野沢館跡は昭和40年に「伴野城址」として県史跡に指

定されている。平成11～16年度にかけて、Ⅶ次にわたり主郭および外郭が発掘調査され、中世および近世の遺構・

遺物が検出されている。

今回、緊急地方道路整備事業が計画され、取手中央線（佐久市野沢本町）の道路工事により遺跡の破壊が余儀なく

される事態となり、佐久建設事務所の委託を受け、佐久市教育委員会文化財課が発掘調査を行い記録保存することと

なった。

調査の概要

今回の調査では東西方向に延びる中世の堀が検出され、堀の内側にあたる南側は竪穴状遺構や土坑が密集していた。

平成15年の野沢館跡Ⅵの調査により外堀の北西隅にあたる南北・東西の堀が検出されている。今回調査により検出さ

れた東西方向の堀はⅥ次調査の東西の堀の延長線上に位置する。主郭に沿う内堀、Ⅵ次調査で確認できた外堀から今回

の調査地点にさらに堀があることが明らかとなった。この堀は古地図や現状の水路などから、その存在が推測されてい

た外堀であり、確認できた成果は大きい。

今回の調査地点の字名が「下木戸」であることから、居館外郭の入口にあたる地点に今回外堀が検出され、現道を寸

断する位置に堀が存在することは、中世においての通路は堀に沿って西に折れ、堀の切れる地点を「小口」として使用

していたと想定される。本調査地区より西の地点の調査を待たねばならないが注目される場所である。

－　9　－
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3　市道遺跡Ⅲ他

所　在　地　佐久市跡部字市道外

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　国道141号　臼田～佐久拡幅工事

調査期間　平成16年9月9日～平成17年11月

調査面積　約8，000Id

調査担当者　冨沢　一明　佐々木宗昭　出澤　　力

経過と立地

調査遺跡はいづれも野沢平に広がる沖積微高地に立地する。これら微高地は片貝川や千曲川の流路変遷により形成

されたものと考えられるが、大規模な捕縄整備により、現状では、微高地範囲は不鮮明になっている。因って、遺跡

範囲も現地表面からの観察では限界があり、「佐久市詳細遺跡分布図」とはその範囲は大きな異なりが認められた。

今回、国道141号線の拡幅工事に先立ち佐久建設事務所からの委託を受け、佐久市教育委員会が記録保存を目的と

した調査を実施した。

調査の概要

今回の調査は道路拡幅範囲ということもあり、4遺跡の集落の全容は明にはできなかったが、野沢平を南北に長く調
査したことにより、様々な成果が得られた。

最も重要な成果は、野沢平の水田下にも大規模な遺跡が存在することが証明されたことである。前記したように、水

田部分の遺跡の把握は地表面からは難しく、また過去の圃場整備により、遺跡は消滅したと考えられていたが、今回の

調査により、佐久市北部の長土呂・岩村田等に存在する、大規模古代集落に匹敵するような遺跡が現存していることが

判明したことである。

○検出遺構詳細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○出土遺物詳細

遺跡名 遺構 数量 時代等 出土遺物総量　 130 箱 （58 ×36 ×20 cm ）

辻遺跡

竪穴住居址 28 軒 古墳時代 中期～奈良時代 古墳時代の土師器 ・須恵器 ・鉄製品 ・砥石

臼玉土坑 32 基 中世の竪穴状遺構 を含む

溝状遺構 9 条 奈良時代の土師器 ・須恵器 ・鉄製品

掘立柱建物址 11 棟 平安時代の土師器 ・須恵器 ・灰粕陶器

線粕陶器 ・円面硯 ・風 字硯

鉄製品 ・青鋼製品 （鞘尻金具 ・丸鞘）

特殊遺構 3 基

市道遺跡 Ⅲ

竪穴住居址 60 軒 古墳時代中期～平安時代

掘立柱建物址 19 棟 中世の陶磁器類 （青磁 ・常滑 ・山茶碗）

土坑 52 基 井戸跡等含 む 炭化材 ・馬骨

溝状遺構 4 条 縄文土器 ・弥生土器 ・石鍬

竪穴状遺構 9 基 中世

Pit 249 基

俵 田遺跡 Ⅱ

竪穴住居址 20 軒 奈良時代～平安時代
廟立柱建物址 8 棟 大型掘立柱建物址

土坑 63 基

溝状遺構 8 条

特殊遺構 1 基

P it 10 5 基

西浦遺跡

竪穴住居・址 2 軒 平安時代

土坑 3 基
掘重症雇 瘍症 1棟

P it 1 基

ー10　－
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倭田遺跡Ⅱ出土　風字硯→
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4　西一本柳】Ⅲ

所　在　地　佐久市岩村田下樋田1787－1

調査委託者　油井　基

開発事業名　貸事務所建設

調査期間　平成17年4月5日～4月27日

調査面積　337Id（開発面積1，578エゴ）

調査担当者　小林　眞寿　冨沢　一明　出澤　　力　森泉かよ子

経過と立地

岩村田遺跡群は、佐久市岩村田地籍の湯川右岸台地上に展開する佐久市有数の大遺跡群であり、弥生時代中期～

中世の複合遺跡である。

西一本柳遺跡は、遺跡群の南西端に位置する。本調査は今回も含め過去13回行われており、人面付土器の頭部、

石文などの弥生時代の貴重遺物が発見されている。

今回、遺跡内において油井　基氏により貸事務

所の建設が計画されたため、記録保存を目的とし

た発掘調査を実施した。

調査の概要

弥生時代中期～平安時代の住居址が35軒検出さ

れた。建物の基礎部分に限定された調査であるため、

完掘された遺構は皆無であった。成果としては弥生

時代後期前半の「吉田式」期の住居址が4軒検出さ

れ、比較的まとまった該期の土器資料が蓄積された

ことであろう。

H16号住居址遺物出土状況

ー　12　－
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5　北畑遺跡I

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市桜井下田559－1外

東日本高速道路株式会社関東支社佐久工事事務所

佐久南IC～国道142号線間の道路新設事業

平成17年10月3日～平成18年3月31日

2363．47Id

小林　眞寿

経過と立地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北畑遺跡I位置図（1：50．000）

今回の調査は、東日本高速道路株式会社による中部横断自動車道佐久南IC～国道142号線を結ぶ道路新設工事が計画され

たため、建設予定地内において、佐久市教育委員会が埋蔵文化財の有無を確認するための試掘調査を実施した結果、従来捉えら

れていた範囲を超え遺跡が広がっていることが判明したため、委託を受け佐久市教育委員会が実施した。

調査は今年度から平成19年度までの3ヶ年で終了する予定である。

北畑遺跡群は現下桜井集落の地下、片貝川右岸の河岸段丘上に位置し、標高650m台を測る。今回の調査地点は遺跡の

西端部分にあたり、集落の縁辺部分の調査となった。

調査の概要

縄文時代前期、中期後半、後期、弥生後期、平安時代の遺構・遺物が検出された。平野部における縄文時代遺跡の検出例は佐久

市内では希少であり、特に前期において、当該地に集落が存在したことが初めて確認された。

遺構・遺物の概要は以下のとおりである。

○遺構

土坑23基、溝址4条、Pit71基、遺物包含層1ヶ所（縄文・弥生・平安時代）

○遺物

縄文土器、弥生土器、土師器、石器

北畑遺跡I全景

－13　一



6　寄塚遺跡群

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市横和389－1外19筆

佐久建設事務所

県単道路改築事業（一）上原猿久保線

平成17年10月17日～平成18年3月20日

約1，598m了

林　　幸彦、森泉かよ子

経過と立地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄塚遺跡群位置図（1＝50・000）

寄塚遺跡群は佐久市横和・今井に所在する。湯川左岸に展開し弥生時代中期後半・古墳時代・平安時代・中世の遺構・遺物が確

認されている。

調査対象地の南に近接した今井西原遺跡からは、古墳時代平安時代の竪穴住居址や中世の井戸址が発掘調査されている。ま

た、中央の中部横断道予定地内でも竪穴住居址が調査されている。

今回、佐久建設事務所による道路改築事業が計画されたため、記録保存を目的とする発掘調査を実施した。

調査の概要

調査は県道南側の拡幅部分について行った。集落全体の様子は把握できないが、周囲の調査状況と合わせ考えると、遺跡は南
北及び西方向へ広がることが予想される。

○検出遺構

竪穴住居址13軒（弥生時代中期後半－11、古墳時代前期－2）、掘立柱建物址　6棟、溝址12条、土坑17基、Pit　多数
○出土遺物

弥生土器、土師器、須恵器、中世陶磁器、石器

酷二二二三＿油、‥二「

窒＿二二掌‥遭
遺跡遠景（北西から）

遺跡遠景（南から）→
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7　大豆田遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市長土呂大豆田172ト2、仲田1614－1外

佐久市高速交通課

臨時交付金事業　市道2－5号線（常田線）

平成17年10月17日～平成18年3月20日

900Id（開発面積4，850Iが）

林　　幸彦、森泉かよ子

大豆田遺跡位置図（1：50，000）
経過と立地

大豆田遺跡は、佐久市長土呂に所在し、佐久市の北西部に位置する。浅間第一軽石流の堆積と浸食によって形成された田切り

地形が発達する。田切りは南西方向に放射状に延び谷地形となっている。台地上には原始から中世の人々の痕跡が多く残されてい

る地点である。標高は704m内外を測る。この付近は圃場整備、高速道路、新幹線、佐久平駅周辺の土地区画整理事業などにより

弥生時代から中世にわたる遺構・遺物が発掘調査によりすでに検出されている。

今回、臨時交付金事業　市道2－5号線（常田線）の道路工事が計画され、試掘調査をしたところ、遺構・遺物が検出され、遺跡

の破壊が余儀なくされる事態となり、発掘調査を行い記録保存することとなった。佐久市高速交通課の委託を受け、佐久市教育委員

会文化財課が発掘調査を実施することとなった。

調査の概要

今回の調査地点は現状道路常田線の南側拡幅部分の内、東半分にあたるおよそ東西200m、南北4．5mの範囲である。弥生時代

後期の遺構は圃場整備時に削平され、生活していた床面は壊され、柱穴だけが残っている住居址があった。現状道路部分は削平さ

れておらず、現状道路部分の調査においては遺構が良好に検出されるであろう。

自然現象として、地盤のズレが確認された。弥生時代後期の住居址は検出面から30cmほど下で第一軽石流が10cmほど北にスライ

ドして押し出され、さらに下の地盤も北方向によじれていた。地震などによる地盤への影響が見られた。奈良時代や中世の遺構には

見られない。

○検出遺構　　　竪穴住居址－8軒、掘立柱建物址－4棟、溝址－14条、土坑－12基（井戸址4基）、Pit－30基

○出土遺物　　　弥生土器、土師器、須恵器、石器、鉄器、古銭、陶磁器

－15　－



8　須釜遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市蓬田字蓬田

佐久市土木課

道路改良工事

平成17年12月12日～平成18年3月31日

66．5Id

冨沢　一明

誓

≠

須釜遺跡位置図（1：50β00）

須釜遺跡は佐久市蓬田に所在する。遺跡は御牧ケ原台地の東側縁辺丘陵の西斜面に立地する。

今回、市道改良の為の拡幅工事に伴い佐久市土木課より予定地の遺跡有無について照会があった。佐久市教育委員会では計

画路線に接して須釜遺跡及び須釜古窯址群が存在することを回答し、試掘調査を行うこととなった。結果、以降が発見されたため、

保護協議の後に記録保存且的の発掘調査を行う事となった。

調査の概要

調査の結果、古代の溝状遺構及び土坑が検出された。今回の調査範囲は道路幅ということもあり検出された遺構の性

格は把振できないが、遺跡は東西方向へ広がることが予想された。また、今回の調査範囲では須恵器古窯址に関連する

遺構は未発見であったが、今後の開発に際しても十分な注意が必要な地域である。

○検出遺構　溝状遺構－5条、土坑－1基　　　　　○出土遺物　土師器、須恵器

－16　一

北地点　溝状遺構全景（南より） 北地点　調査風景（北より）



円正坊遺跡Ⅵ調査報告書　－そのト

所　在　地　佐久市岩村田塚本1298－2

調査委託者　中沢　敦子

開発事業名　集合住宅建設

調査期間　平成14年7月15日～9月25日

調査面積　850Iが（開発面積1，700d）

調査担当者　林　　幸彦　森泉かよ子　三石　宗一　小林　眞寿

冨沢　一明　上原　　学　出澤　　力

円正坊遺跡Ⅵ位置図（1：50，000）

例言・凡例

1．本書は、中沢　敦子が行う集合住宅建設に伴う、枇杷坂遺跡群円正坊遺跡Ⅵの発掘調査報告書である。

2．本報告書の作成は小林が行った。

3．本書及び当遺跡出土遺物等の全ての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

4．遺構の暗記号は住居址－H、掘立柱建物址－F、土坑－D、溝址－M、Pit－Pである。

5．挿図の縮尺は遺構－1／80、遺物－1／4である。例外は挿図中に縮尺を記した。

6．遺構の海抜標高は名遺構毎に統一し、水糸標高をスケール上に「標高」として記してある。

7．土層の色調は1988年番「新版　標準土色帖」に基づいた。
8．遺物挿図番号、遺物写真番号、遺物観察表番号は一致する。

9．調査区グリッドは公共座標の区割りに従い、間隔は4×4mに設定した。

10．遺構の分類・住居の分割名称、遺物の器種分類等については聖原遺跡の分類に従っている。

11．挿図中における網拝トは以下のことを表す。

地　山　　　堀　方 柱痕　　禁色処孟 粘　土　　　赤　彩　　　灰　和　　　緑　袖

経過と立地

円正坊遺跡Ⅵは円正坊遺跡の西端部に位置し、標高700mを僅かに越える。調査地の西南方向には低湿地が広がり、

遺跡は台地の端部に立地している。地山は浅間火山の第1軽石流の堆積層である。過去において、当遺跡では、5次

に及ぶ面調査が実施され、いずれの調査においても、弥生～中世に係わる遺構・遺物が数多く検出されてきた。

今回、中沢敦子により、集合住宅建設が計画されたため、平成14年4月24日～5月15日まで試掘調査を実施した。

その結果、表土下20～40cmで、竪穴住居址（弥生～平安時代）40軒以上、掘立柱建物址2棟、土坑13基、溝址5

条、ピット12基が検出された。また、これらの遺構に伴い、弥生土器（後期）、土師器、須恵器、灰粕陶器などが出土した。

保護協議の結果、建物の基礎部分と2箇所の出入口部分については、工事により遺構が破壊されるため、調査を実

施し、他の部分については埋土保存されることとなった。

調査概要

遺　　構

竪穴住居址－37（弥生時代後期～平安時代）

掘立柱建物址－4棟

壷棺墓－1基

土坑－26基

溝址－2条

Pit－126基

－17　－

遺　　物

弥生土器（後期）

土師器
須恵器

陶器（灰軸・緑粕）
金属器（鋼鉄・鉄器）

石器（石包丁等）



基本屑序

第I層は耕作土であり、20～40cmの堆積が認められる。遺構の検出は、こ

の耕作土下の第Ⅱ層上面で可能である。第Ⅱ層は所謂「ローム漸移層」であ

る。黒褐色（10YR2／3）を基調とする色調を呈し、若干の粘性を有する。本

層が手低地に堆積し、湿地化をすると、黒色（10YRl．7／1）の色調を呈する

粘質土層となる。また、本層の堆積が薄い場所では褐色（10YR4／4）を呈す

る。パミス・ローム粒子を含有する。第Ⅱ層は浅間火山第1軽石流の堆積

層－Plである。この層が本遺跡の地山層である。実際の調査に際しては、

本層の上面が遺構検出面である。これは、第Ⅱ層が調査区の全面に堆積して

おらず、その分布が低地に片寄ることや、遺構覆土と色調・土質が近似して

おり、検出作業が難しい事に起因している。第Ⅳ層は遺構覆土である。

H M N

一18　一

1．にぷい貴褐色上層（10YR4／3）パミス・10Ylく7／3ローム・脱化物含。

2　灰藁褐色土層（10YR5／2）灰含。

3．10Yl15／3・lDYR2／2・10YR6／6の混在上層。　ローム含。

4　灰黄褐色上層〔10YR5／3）10YR8／4ローム含。カマド構築し

あ1灰黄褐色土層（10YR5／2）10YR8／4ローム含。カマト堀方埋上

8．にぷい缶橙色土屑（10YR6／4）パミスり0YR7／3ローム叔化物含。

7．にぷい黄橙色粘土（10YR6／4）

第1園　H1号住居址

基本層序模式図

遺構と遺物

OH1号住居址－お5グリットで検出さ

れた。H9、H18号住居址を切る。主柱

はPl～P3とP6の4基と思われる。カ　マ

ドは東壁の東南隅よりに石芯を粘土で被

覆して構築されていた。N－50－Wに

長軸方位をとり、長軸長一3．8m、短軸

長一3．6mの隅丸方形の平面プランを呈

する。壁残高は28cm、平面穣一18I肩の規

模を有する。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶

器、石器、鉄器が認められる。土師器に

は杯、碗、嚢の器種が存在する。杯は、

Clが主体であるが、1のようなA4や、

3・6・5のようなC2も存在する。腕

は、Al、A2、A8、A9が認められる。

また、判読できる状態のものはないが、

墨書土器も杯・腕の中に4点認められ

た。嚢は28のロクロ嚢Bが1点出土して

いる。須恵器には杯、嚢、壷の器種が認

められる。坤こはCのみが存在し、嚢は

B、壷はA形態のものである。灰粕陶器

には椀、皿、耳皿が認められる。施粕方

法には刷毛と漬け掛けが認められ、形態

特徴からも光ケ丘1号窯式と、大原2号

窯式の2種類が認められる。石器には砥

石と軽石製品が認められ、鉄器には刀

子、紡錘車、鍵、釘、素材などが認めら
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第2図　H1号住居址出土遺物（1）
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第3図　H1号住居址出土遺物（2）

れる。

以上のような出土遺物の様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅵ期に該当し、9世紀後半の実年代が想定され

る。

OH2号住居址－え6グリットで検出された。H9、H21号住居址を切り、N－0。－Wに長軸方位をとる。長軸

長一3．28m、短軸長一2．88m、壁残高－32cm、平面積－12．1Idの規模を有する。主柱穴は有さない。カマドは北壁の中央
部分に石芯を粘土で被覆して構築されている。

出土遺物には、土師器、須恵器、灰粕陶器、緑粕陶器、鉄器が出土している。土師器には杯、碗、嚢、羽釜が認め

られる。杯はC2、C3、椀はA2・A5・A8が存在し、椀の高台は足高である。嚢はロクロ嚢であり、羽釜19は叩目が

認められる。須恵器には杯、嚢が認められる。杯はCで内外に炭素の吸着？が認められる。灰粕陶器は椀、皿が認め

られるが、口縁部片である。緑粕陶器も破片であるが、2点共に腕であり、東濃産であろう。

以上の土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定される。

OH3号住居址－い5グリットで検出された。H16号住居址を切る。壁残高－36cm以外の規模等は不明である。主柱

も判然とはしないが、P2からは柱痕が確認された。また、堀方から2基のPitが検出されている。

出土遺物としては土師器、須恵器、灰粕陶器、鉄素材がある。土師器には、杯、範、嚢が認められる。杯には

Al、A3、B2，、Cl、C3形態が存在するが、主体はC3である。椀にはA2、A8が存在する。碧はロクロ璽Bである。

杯、椀には墨書が認められるものが、7点存在し、「任」、「有」は判読できるが、他のものは全体が不明である。

須恵器杯は存在せず、嚢、壷の破片が出土しているにすぎない。灰粕陶器はすべて椀であるが、破片である。

以上の土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定される。

OH4号住居址－き7グリットで検出された。H8、H22、H23号住居址を切る。N－850－Eに長軸方位をとる。長

軸長一3．24m、短軸長一2．8m、壁残高－32cm、平面積－11．5Idの規模を有する。カマドは、北壁の中央やや西寄に石

芯を粘土で被覆して構築されている。主柱穴は認められない。堀方より4基の土坑、Pitが検出された。

出土遺物には、土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、白磁、石器が認められる。この内の、弥生土器、白磁、石

器（打製石鉄）は混入品であり、本牡に伴うものではない。なお、白磁は14世紀の雷文が施された皿片である。

土師器には杯Al、Bl、Cl、Il、碗Al、嚢A2、武蔵襲C、壷が存在するが、杯Il、嚢A2、壷は本址には伴わない。

須恵器には土不C、要が存在する。灰粕陶器はロ縁部片である。

以上のような土器様相は、聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅵ期に該当するし、実年代は9世紀後半が想定され
る。

OH5号住居址－さ8グリットせ検出された。H27、H37号住居址を切り、Dl、D4号土坑に切られる。N－80

ー　20　－
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1　にぷい先祖色t層（10YR4／3）10YR7／6ローム粒子含、炭化物小含。

2　にぷい黄褐色上層（10YR4／3）灰・焼土含。

3　　にぷい蛮褐色上層（10YR4／3）灰・焼土・炭化物含。

4．にふい蹟橙色士層（10YR7／4）炭化物含。

5．．弘褐色上層（10YI†3／2）10YR6／6Lr－ム小台。

6　限抱色上層（10YR3／2）10YR6／6ロRム多含。

7　黄褐色上層（10YR5／6）

8　10YR5／3・10YR8／4ロームの混在上層。

r9．　にふい蹟褐色上層（10YR5／3）10YR6／6ローム多含、パミス′ト含。

：飾10YR5！3・10YR3／2の混在上吼10YR7／3ローム含。

．11．にぷいぷ橙色上層（10YR6／4）　ローム主体。

焼土灰・炭化物多含。

黄褐色粘上（10YR5／6）

第4図　H2号住居址

標章7嬰．40m　2m
（1．80）

ーEに長軸方位をとる。長軸長一3．12m、短

軸長一2．92m、壁残高－44cm、平面積－11．2

山の規模を有する。カマドは存在しないが、

D4号土坑により破壊された部分に存在した

可能性はある。主柱穴は有さない。

出土遺物には、土師器、須恵器、灰寒由陶

器、弥生土器、石器、鉄器が認められる。弥

生土器、土師器要、甑、壷、須恵器は混入品

であろう。本址に伴う遺物としては、土師器

杯Dl、碗Al、A5、鉢。灰粕陶器腕、敲石、

鉄素材などが存在する。土師器杯には4点に

墨書が認められるが、判読はできない。

以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区

分一条良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半

の実年代が想定される。

OH6号住居址－う8グリットで検出され

た。F1号掘立柱建物址に切られ、H25号住

居址を切っている。調査区外にのびるため、

壁残高－20cm以外の規模等は不明である。カ

マドは東南隅近くの東壁に石芯を粘土で被覆

して構築されていた。床面状に複数の柱穴が

確認されたが、主柱は判然としないが、

Pl、P3がその可能性が高い。

出土遺物には土師器、灰粕陶器、石器が認

められるが、石器（打製石鉄）は混入品であ

る。土師器には、杯Dl、碗Al、A2、A6、

A7、ロクロ嚢、武蔵襲D？、円筒型土器？が

存在する。灰粕陶器には碗、皿、壷が認めら

れる。大原2号窯式期のものであろう。ま

た、15は転用硯の可能性が高い。

以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区

分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半

の実年代が想定される。

OH7号住居址－け5グリットで検出された。H32号住居址に切られ、H35号住居址を切る。壁残高8cm以外の規模

等は不明である。カマドは北壁の中央西寄りに構築されているが、構築材は残存していなかった。主柱も判然としな

い。カマド東脇から、東壁には周溝が巡らされている。

出土遺物も少なく、土師器が6点出土しているにすぎない。杯A3、Cl、C2、碗Al、武蔵嚢B？、ロクロ嚢Bなど

である。きわめて少量の出土遺物から、本址の時期を判断するのは危険ではあるが、土器様相からは、聖原遺跡の時

期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定される。

OH8号住居址－き6グリットで検出された。H14、22号住居址、D25号土坑を切り、H4号住居址、D20号土坑に

切られる。N－40　－Wに長軸方位をとる。長軸長一5．0m、短軸長一4．84m、壁残高－24cm、平面積－27．2Irfの規模

を有する。カマドは北壁の中央に石芯を粘土で被覆して構築されていた。Pl～P4の4基が本址の主柱穴であり、4

本が、方形に均等配置されている。P4から検出された柱痕は¢12cmであった。

出土遺物には土師器、縄文土器、弥生土器、石器が認められるが、土師器1、2、9、縄文土器（楕円押型文土

器）、弥生土器、18の磨製石鉄は混入品である。本址に伴う遣物としては、土師器高杯、鉢、甑などが存在する。

－　21　－
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以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区分一古墳時代Ⅲ期に該当し、6世紀中葉～7世紀初頭の実年代が想定さ

れる。

OH9号住居址－え5グリ

ツトで検出された。

Hl、2、18、20号住居

址、D4号土坑に切られ、H

26号住居址を切って構築さ

れている。N－130－Wに長

軸方位をとり、長軸長一

5．52m、短軸長一5．36m、壁

残高－32cm、平面積－33．7

前の規模を有する。カマド

は北壁中央に石芯を粘土で

被覆して構築され、主柱は

4本が方形に均等配置され

ていた。主柱の規模は¢16

－24cmであり、西壁を除き、

壁下には周溝が巡れされて

いた。また、北東隅のP5周

辺の床面は平面方形に周囲

より低くなっており、P5は

所謂「貯蔵穴」と思われる。

出土遺物には、土師器、

須恵器、灰粕陶器、緑粕陶

器、青磁、石器、鉄器、古

銭が認められる。14の土師

Ol　＜iuI，ll　　・引
l

l．にぷい裁褐色l‾層（10YR′1／3）炭化物多含。

2　　にぷい鏡栂色十㍍　‖0m5／3）10YR6／6ローム・炭化物少含。

3．r甘魁色上層（10YR3／2）10YR6／6ローム含

む．！甘亀色1‾層（10m3／2）川YR6／6ロ“＿ム少含。

5．明黄褐色士層（川Yf～6／6）　ローム1，休。川YR3／2少含。

6′．にぷい黄褐色l＿屑（10YR4／3）101′R6／6ローム・パミス少含。

容，にぷい蹟橙色上層（川YR6／4）10m7／3ローム・ハミス含。

且．1m胴′′3・10Ylは／4ロームの混1†」．層。パミス令。

9．‘成績橙色上層（1（川R8ノ′4）ロームt休n　ハミス含。， 第6回　H3号住居址

E F

3　　　H O P

J K L M N

1　黒褐色上岡（10YR2／3）粘上・炭化物・パミス・ローム含。

2　暗褐色上層（10YR3／3）　ローム多含。

3　．里栂色　感（10lrR2／3）　ローム拉トブロング（eIcnl）・炭化物含。

4　咄栂色1こ屑（10YR3／3）　ローム粒子・／射ヒ物乱

ケ　　　　　　5．暗地色士層（10YR3／4）ローム多含、庚化物含。

麦　　6鵬色上錮OYR3／3）焼上靴物・ローム粒穏
7．にぷい蛮褐色上層　日0lrR4J3）　ロームブロック・粘土・焼十含n

憑．　j．1ミ褐色十，旭（10YR2／3）炭化物・パミス・ローム多合。

棺色‾上層（10YRノl／4）ローム主体。暗褐色l＿含。

噌紅色‾l‾屑（10YR3／4）／′美化物・パミス含。

黒掲色上層（10YR2／2）ローム粒7一・〇1～2Ⅷ炭化物含。

褐色上層（1017R4／1）　ローム主体。11も褐色土合。

焼上（25YR4／8）

㍑褐色粘土（10YR2／3）　カマド構築上

第7回　H4号住居址

ー　23　－
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第8図　H3号住居址出土遺物
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第9図　H4号住居址出土遺物
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1．暗褐色上層（10YR3／3）。

2　暗褐色上層（10YR3／3）10YR5／3ブロック多含。

3　璃褐色上層（10YR3／3）10YR5／3ブロック・¢1、2cmパミス少含。

護・黒褐色上層（10YR2／3）。

鮎　暗褐色士屑（10YR3／4〉10YR6／4ブロック多含。

6　明黄褐色土層（10YR6／6）。

第10図　H5号住居址

器杯、27の土師器ロク口裏、灰軸陶器、緑粕陶器、青磁、

鉄器（特に鉄族は、聖原遺跡の分析では平安時代の形態

的特徴を備えている。）、古銭（貞観永賓は佐久地方にお

いて今回の出土例が初例となる、皇朝十二銭である。）

は混入品である。本址に伴う遺物としては、土師器杯

E、Gl、G2、H、K、嚢Al、Bl、壷、甑Al、須恵器杯、

杯蓋D、凹石、軽石製品、編物石が存在する。

以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区分一古墳時

代I期に該当し、5世紀後半～6世紀初頭の実年代が想

定される。

OH10号住居址－こ6グリットで検出された。H35号住

居址、F4号掘立柱建物址、D5号土坑を切る。N－

10－Wに長軸方位をとる。長軸長一4．16m、短軸長一

3．32m、壁残高－44cm、平面穣一17．6Idの規模を有する。

カマドは、東南隅に石や須恵器片の芯を粘土で被覆し、

天井部のかけ穴付近に、須恵器片を張って構築されてい

た。東南隅を起点とした周溝が、壁よりも1m内外小回

りに巡らされており、周溝の外側はベット状の高まりを

成している。Pl、P3、P4と、堀方から検出された1基

のPitの計4基が主柱穴と思われる。柱そのもは確認で

きなかった。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、

石器、鉄器が出土している。弥生土器は混入品、須恵器

はカマド構築材として使用されたものである。土師器に

は、杯C2、Dl、碗A8、A9、嚢Blが認められ、灰粕

陶器には椀、皿、長頸瓶、石器は砥石、鉄器は紡錘車、

釘が認められる。
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第11図　H6号住居址
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標高70220m
（1こ80）

2m

川YR4／3、10YR3／2、10YR6／6ロームの混在士風，パミス含。

灰、焼土の混在土屑。炭化物含。

盈砲色上層（10YR2／2）。

10YI～5／3、10YIミ2／1、10YR7／3ロームの混在土屑。

胆色土層（10YR2／1）。

堀方埋土。

焼土（5YR3／2）。

黒栂色粘土（10YR3／1）。カマド構築粘土。



以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅷ期に該当し、10世紀後半の実年代が想定される。

第12回　H7号住居址

F G　　3　H

I　3J K I L M

／ノノノノ／

暗褐色上層（101R3／3〉10Y月6／6ブロック多合。

にぷいお掲色上層（HMR5／4）n

∴lt勉色1ニ旭（10YR3／2）n

－・∴‥‾

堀力射0　　　　0　標高702140m　2m
妓1こ、．　　　　　1　（1ニ80）　1

第13図　H8号住居址
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乃♂　好

標高70220m
（180） 2m

寸　Y

l E　ノ

l　　鴎抱色」こ層（101’lて3／3）馴化物リくミス・ローム串‘′！▼含。

2　　暗褐色1ニ屑（川YR3／3）焼土・／ぷ化物多含．ノ

3　　明赤褐色上層（25lrR5／8）焼ト／※化物・庫石乱

4．　明赤褐色士層（5Ylモ3／6）焼士多含、炭化物含．，

5．　里褐色土層（10Yfと2／3）炭化物・ローム拉／・含。

6　！甘勘色土間（10YR2／3）炭化物・ローム粒子多含。

7　　明赤褐色士桐（25YR5畑）焼l含。

8　　時赤褐色1ニ層（25YR3／1）／火・焼土・粘土の混在士朗

サ
血
二
郷
地
l
坤
謳
l

通

黒褐色上層

暗褐色上層

哺褐色十屑

黒抱色L層

I甘褐色t，旭

新編色上層

暗褐色上層

（10YR2／3）

（10Ytで3／3）

（】OYI13／4）

（IOYR2／3）

（1刑’R2／3）

（101rR3／4）

（101．R3／3）

バミス1炭化物含。

バミス・炭化物含．コ

ローム上体。焼士含。

娩ト侠化物含。

ローム拉子供化物含。，

ローム多含、パミス含レ

リーム・バミス含。

焼上（10Y1－5／8）。

時赤褐色粘土（5YR3／6）カマト構築「。

闘　性癖（10YR3／4）ロ　ム多含、パミス乱



OHll・12号住居址－き5グリットで検出された。平面プラン等から2軒の住居址の重複と捉えたため、このような

遺構名になっているが、遺構の残存状態が悪く、重複の有無は確認できなかった。D9号土坑に切られ、H13号住居

址を切っている。壁残高8cm以外の規模等は不明である。カマドは東壁の中央？に石芯を粘土で被覆して構築されて

いた。柱穴は存在しない。

出土遺物としては、土師器、須恵器、灰袖陶器、弥生土器、縄文土器、銅製品が存在する。この内、27の土師器聾、

須恵器、弥生土器、縄文土器（後期一堀之内）は混入品である。本址に伴うものでは土師器杯Bl、C2、C3、Dl、碗

Al、A2、A9、皿B、ロクロ嚢A、B、羽釜A、灰粕陶器腕、皿、銅金具が認められる。

以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定されている。

OH13号住居址－か5グリットで検出された。Hll・12号住居址に切られている。N－840－Eに長軸方位をとり、

十一∴

∴‾一二・、l

亀

喝′42
第14図　H5号住居址出土遺物
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第15図　H6号住居址出土遺物
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、1－」±土子

J

5

第16回　H7号住居址出土遺物

長軸長一3．96m、短軸長一3．68m、壁残高－16cmの規模を有する。カマドは東壁の中央部分に石芯を粘土で被覆し

て構築されていた。主柱は判然としない。

出土遺物としては、土師器、須恵器、灰粕陶器、緑粕陶器、弥生土器が存在する。7の土師器高杯？、弥生土器は

混入晶である。土師器には、杯Al、C3、Dl、碗A3、A5、ロクロ嚢B、B2、須恵器賓B、灰粕陶器碗、緑粕陶器片（東

濃産の腕か皿の高台片）認められる。

－　29　一



以上のような土器様相は、聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定されて

いる。

OH14号住居址－く5グリットで検出された。H18号住居址、D3、20号土坑に切られ、H22号住居址を切る。N－

200－Wに長軸方位をとる。長軸長一3．56m、短軸長－3．28m、壁残高－28cm、平面積－14．3nlの規模を有する。

カマドは北壁の中央部分に石芯を粘土で被覆して構築されている。主柱は南壁下を基準に、4本が均等に配置される。

柱は¢16cmの規模であった。カマド部分を除く壁下には周溝が巡らされている。

4

鳴
、
、
．
J
l
！

Q19
第17図　H8号住居址出土遺物
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8
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1

2

　

は

　

1

▲

盤褐色上層（101′R3／2）川YR2／3・10Yl－7／4ローム・01clu大パミス多含リ

弊履色1‾層（10ⅥB／2）川YR7／4ローム多含、e hnL大パミス含

11と褐色‾上層（川Ym／2）10YR7／4°－　ム・101’R2／2少含。

にぷい貴栂色川づ（1び川7！4）　ロームi‾体。¢1川人バミス含。

10YR3ノノ2、10YR2J′2の混作J▼吼　パミス・10YIく71′1ローム少含。

．里禍色上層（101R3／2）IOm2／2少含。

にぷい黄褐色I。層（101R5／4）

10YR5／ニ蛸㌧」こ、頗H．の混在上着

10Ylt2／2、10YR5／3の紺作目乱

にぷい蹟招色1‾屑（10Yl16／4）

浅黄橙色上層（用YR8／4）　ロー

にぷい靖橙色＿L．屠（10YR7！4）

浅黄橙色ト調（1017R871）ロー

カマド天JI部の加落粘土軋

10lrR71′4ローム少含。

10YR7／4ローム含。

ム上体。、10YR5／3・1017R2／3少含。

ローム上体。川用3J2少含，

ム1＿体JlOYR4／2含。

黒旭色上層（10YR3／2）101rR8／4ローム含

にぷい鏡掲色粘土（10YR574）

煉＿LJ天り表化物多食。

柱痕（10YR4／2L

標高70220m
（1．80） 2m

第18図　H9号住居址

出土遺物としては、土師器、土製品、石器・石製品、鉄製品、弥生土器が出土している。弥生土器が混入品の他は、

すべて本址に伴う遺物と思われる。土師器には杯E、Gl、H、鉢、嚢Al、C、が存在する。土製品は丸玉が2点、

石製品としては、臼玉、紡錘車、石器は敲石、鉄器は刀子等が認められる。

以上のような土器様相は、聖原遺跡の時期区分一古墳時代Ⅲ期が該当し、6世紀中葉～7世紀初頭の実年代が想定

されている。

OH15号住居址－き8グリットで検出された。H23号住居址を切り、D7号土坑に切られる。壁残高20cmの他は規

模等は不明である。カマドは北壁の中央やや西寄りに存在するが、煙道の堀方が残っている以外キレイに破壊されて

いる。主柱、周溝も有きない。

出土遺物としては、土師器と弥生土器が認められる。圧倒的に量が多い弥生土器が混入品で、1点のみ出土した土

師器杯Clが本址に伴うものと思われる。

時期については、平安時代という、大きな枠組みの中で捉えておきたい。
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第19回　H9号住居址出土遺物（1）
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第21図　H9号住居址出土遺物（2）
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C　　4　73　　　　　3171316111011151312D

1　黒褐色上層（10YR2／2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′lも　暗褐色1‾層　H丹田／4）。

2．暗褐色1凋（10＼′R3／こi）　　　　　　　　　　　　　　　　減　褐色上層（10lrRl／4）。

3．　暗褐色」＿層（10YR3／：i）10lrR6／6ブロック多合，　　　　　　　　　　1¢　暗褐色1ニ層（10YR3／4）焦土粒「少含。

4．　褐色1▼層（10YR4J′1）75YR4／6・10Yl柑／ごrブロック多含。，　　　　　　17こ　暗褐色　▼層（10YR31こ1）n

5　　にぷい赤褐色上層（5YR4／4）灰・庚・櫨L多含。

6　　にぷい黄褐色上層（10Y糾／3）。

7　　暗褐色上層（10lrR3／ィり

8．　時褐色L．層（10YR3／4）10YR6／小川川5／6・川棚2／3プロソク多含。

9．　にふい路優色上層（10YR6／3）。

川．　暗褐色粘1こ　‖0Ⅵり／‘1）カマド構築し

11．暗褐色粘上（75Yl13／4）カマド構築し

12，暗視色粘土（10YR領4）焼土プロノク多含。カマト構築L

l3　　時祖色粘十（10lrR3／4）カマド構築上

第22図　Hl0号住居址

－　35　一



「∴〕　∴l…‥‾こ：

∴＿二二
8（19）

22

∵二‾－‥　‾．■　、

23

27

＼盲≡巨式

十
十
√

k
馳
W
航
胤
膠
鞄
」

31（8）

第23図　Hl0号住居址出土遺物（1）
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第24図　Hl0号住居址出土遺物（2）
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第25回　Hl0号住居址出土遣物（3）
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OH16号住居址－う5グリットで検出された。H3、H20号住居址に切られる。壁残高32cmの他は、規模等は不明

である。カマドは調査範囲には存在しなかった。Pl～P4の4基のPitが主柱穴と思われ、4）16cmの柱が確認された。

南西隅の床面には山状に編物石が集中していた。出土遺物の大半は上記の編物石である。無加工のものも多いが、打

ち欠きにより、挟りを作り出しているものも認められる。その他に、土師器杯、高杯、嚢、壷、須恵器杯D、瓶、磨石、

高長石などが認められるが、1－3の土師器杯は混入品である。

以上のような土器様相から本址は聖原遺跡の時期区分一古墳時代Ⅲ期に該当し、6世紀中葉～7世紀初頭の実年代

が想定されている。

『
0

50（1）

第26回　H10号住居址出土遣物（4）
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1　暗褐色1ニ層（10YRこ1／3）ローム・軽石多含。

2　　にぷい蹟鮎色上層（101恨4ノ3）ローム多含、庚化物少含。

3．　時編色1‾屑（101’H3／3）焼巨瑛化物含。

菊　にぷい黄褐色L屑（101rRl／3）ローム多含、軽イ絡

8．i　黒褐色上層（10YR2′′3）ローム粒炭化物含．

、eJ　暗栂色t屑（101’R3／4）ローム多含、壊し含じ

革、　黒褐色l淵（101rR3′′2）焼」ニ掛脱化物含。

鋸＋町用地l層（10Ylく3！3）ローム掛ロームブロック含。

命、　暗褐色I．層（10川3／3）ローム拘り表化物合一

嫉l（5川5／8）。

暗褐色粘土（1017R3′′3）壌土粒炭化物含r

標高702．60m
（1．80） 2m

第27図　Hll・12号住居址
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第28図　H13号住居址

19　7　8　3　J G

「「し／「

1　暗褐色上根（101rR373）パミス多含、娘l▼少含U

2　　暗褐色lこ層（10lrR3／3）ノミミス多食、煉1．・灰・炭化物含

3　　にふい赤褐色ト調（5Ylく5！3）焼士含。

巌　暗褐色lニ層（101R3／4）パミス多含、ローム乱l出来．

、話．　褐色上層　日011と4／6）ハミス合n

宙　　暗褐色HM（日野旧ノ′′1）バミス少含、ローム・砂粒含。

竃．　掲色上層（101rR4／′1）パミス・ローム多含。

敏　褐色t屑（10YR4／4）パミス多含。，

9／・　暗褐色H層（10川3／3）パミス含、

lqJ　褐色l潤（10Y餌／6）バミス少含。

娃士（5YRl／8）”

暗褐色粘t（川lrRこう74）バミス・ローム少含リ

OH18号住居址－お6グリットで検出された。H1号住居址、D21号土坑に切られ、H9、21号住居址を切る。N－

80－Eに長軸方位をとる。長軸長一4．56m、短軸長一3．0m、壁残高－20cm、平面穣一16．4ITfの規模を有する。カ

マドは東壁の東南隅寄りに石芯を粘土で被覆して構築されていた。主柱穴は4本が4隅に均等に配置されていたが、

柱そのものは確認できなかった。周溝は有さない。

出土遺物には、土師器、灰粕陶器、石器、鉄器が認められる。土師器には杯Dl、碗A9、ロクロ襲、壷、羽釜、

円筒型土器が存在し、灰粕陶器には碗、皿、小瓶が、石器には敲石、鉄器には鋤が存在する。

以上の土器様相は、聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅷ期に該当し、10世紀後半の実年代が想定される。
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暗褐色】‾層（10YR3／4）　¢5～8ml大ロームブロック多含、炭化物含。19　　暗褐色上層（10YR3／3）　ローム多含。

J．l．ミ褐色上層（101R2！3）ローム拉少含。

暗褐色上層（IOYR3／3）地上粒・ローム・炭化物・灰少含。．

褐色1・層（10YR4／4）ローム多含、灰・娩上含。

暗褐色上層（10YR3／3）焼上・粘上・灰少含。

極畔赤抱色‾l‾層（51rR2／4）鳩十多合、灰・戌化物・粘‾L含。

にふい恭亀色l・屑（10YR5／1）　ロームブロック含。

晴枢色上層（101rR3／3）炭化物・ローム粒含っ

褐色士層（川YR4／4）ローム多含。

褐色t層（10YIH／6）ローム多含。

暗褐色上層

鱒褐色上層

時掲色土層

暗褐色上層

品褐色上層

盟褐色†．層

。限褐色土層

哺褐色十屑

（1017R3／3）

（10YR2／3）

（10YR3／4）

（10Ylく3／3）

（10Ylモ576）

（1017R2／3）

（10YR2／3）

（10YR3／4）

ローム粒含。

ローム粒含。，

ロー－ム粒多含U

ローム粒少含。

ローム多含。

ローム拉少含。

ローム粒・バミス少含。

20　　甑褐色上層（10Ylく2／3）ローム拉・′くミス含。

21　暗褐色上層（10YIモ3！3）ローム・パミス合し

22　　にふい黄褐色上層（10YR4／3）ローム上体。

戒i　暗褐色⊥爛（10YR3′′4）ローム含・庚少乱

観　賞褐色上層（10YR5ノ′6）ローム［休。

焼土（5Y115／2）J火・炭化物含。

暗赤褐色粘L

23　雉色上層（10YR4／4）ローム上体。　　　題　持戒（10YR3／4）ローム・暗栂色⊥乱

雑　暗褐色†潤（10YR3／3）ローム含0貼床0

輔　暗褐色上層（10YR3／4）。

銀　暗褐色上層（10YR3！4）焼土少合し

珠　褐色上層（10YR4／6）ローム上帆暗褐色上含。

触 暗褐色土層（10YR3／3）黒色土・ローム含。

坤こ　暗褐色土層（10YR3／4）狽色土・ローム含。

坤：咄赤褐色土層（10YR3／4）焼土・尉ヒ物尿含。

掛　恨褐色土層（10YR2／3）ローム主体U妓土合U

紘　暗掲色上層（10YR3／4）ローム・暗褐色士含。

轍　にぷい蹟褐色上岡（10YR5／4）ローム主帆

露　灰茸褐色土屑（10YR4／2）　ローム・暗褐色土合。

終 灰茹褐色t屑（10YR5／2）ローム主体。

純　にぷい茹褐色上層（10YR4／3）ローム・暗褐色上含。

第29図　H14号。住居址
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第30図　Hll・12号住居址出土遺物（1）
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第31図　Hlト12号住居址出土遺物（2）

OH19号住居址－う7グリットで検出された。H20号住居址を切って構築されている。N－780－Eに長軸方位をとり、

長軸長一2．6m、短軸長一2．28m、壁残高－60cm、平面穣一7．31滋の規模を有する。カマド、柱穴、周港等は一切存在せず、

平面形も隅丸台形を呈しており、住居址とは異なる性格の遺構である可能性も強い。

出土遺物としては、土師器、須恵器、灰粕陶器、石器が認められる。土師器には杯Cl、C2、Dl、碗Al、A7、

A9、皿Al、高杯、ロクロ襲B、要が存在するが、高杯（10）、要（20）は混入品である。また、皿Alには、「子室」、

杯片9には「中」？の墨書が認められる。須恵器には杯Cと杯片が存在し、杯片には「尺」？の墨書が認められる。

灰粕陶器には腕、皿が存在する。石器は敲石が存在する。

以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定される。

OH20号住居址－う6グリットで検出された。H9、16号住居址を切り、H19号住居址に切られる。N－8。－Wに

長軸方位をとり、長軸長5．16m、短軸長一2．92m、壁残高－8cmの規模を有する。カマドは北壁の中央やや北寄りに

石芯を粘土で被覆して構築されていた。主柱穴は4基が方形に均等配置されていた。周溝は有さない。

出土遺物には、土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、石器、鉄器が認められる。土師器には杯C2、碗A9、聾

Bl、B2，ロクロ賓A、Bが存在する。須恵器には嚢が、灰粕陶器には腕、弥生土器には聾、土器片円盤、石器には磨・敲石、

鉄器には鉄が存在する。この内弥生土器は混入品である。

以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定される。

これは、土器だけでなく鉄鉱の形態からも矛盾がない。本址と　H19号住居址については時期的な差異はほとんど認

められらず、積極的に同一の遺構として捉える考え方も必要かもしれない。そのように捉えるならば、H19号住居址

の特徴的形態についても理解が可能となる。
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第32回　H13号住居址出土遺物

第33図　H15号住居址出土遺物

OH21号住居址－お7グリットで検出された。H2、9、18号住居址、F2号掘立柱建物址に切られ、H25号住居址

を切る。N－100－Eに長軸方位をとり、長軸長一8．36m、短軸長一5．12m、壁残高－28cm、平面穣一42．7nlの規

模を有する。調査範囲内には炉址は存在しなかった。Pl～P4の4本の主柱は方形に均等配置されている。柱その

ものは確認できなかった。P5、P6の2基のPitは出入口施設と思われる。棟持柱、周溝は有さない。

出土遺物には、弥生土器と鉄器が存在する。鉄器（刀子）は混入品であろう。弥生土器には鉢、高杯、嚢、壷の器

種が認められる。高杯口緑部が水平に開くこと、壷の体部下半の屈曲、口綾部文様帯を有するものの存在、頚部文様

帯に櫛措簾状文以外に波状文や、格子目文が施されること、嚢の波状文があまり重複しないことから、本址の時期は

弥生時代後期「箱清水式」の古い段階と思われる。
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第35図　H15号住居址

＜1　　　01

暗褐色1ニ届く10YR3／3）娠ト炭化物リべミス・ローム粒含。

黒褐色1こ層（HmR2！3）焼ト／夷化物リパミス少含J

暗褐色ト層（101R3／・1）ローム拉トハミス含。

1．1封も色上層（1のrR2／3）ローム粒含。

0

′
〝
″
〃
〃
〃
＼

D E　4　F

』rl

標高70200m
（1．80） 2m

1　にぷい戯褐色1淵（IOYH5／こり　パミス・10lrl－77小コーム含。

2・　にぷい潰褐色上層（10YR5′ニラ）庚化物・10YR774ローム多含。

3　！．仏祖色1‾屑（10YR3／2）炭化物含。

4　　個褐色上層（10YR3／2）10YR8／4°－ム・パミス多含。，

5．　尿蹟褐色上層（10YR4／2）H川R8／4ローム含．

．軋　班長褐色巨星j（川lR4／2）10YRS／4L2－ム・10YR2／2含。

音．浅抵樺色上層（10Y梱／1）ローム主帆．10YR2／2少合。

標常温）60m　2m　　　　混経机H－YR3′′2）

第36図　H16号住居址

OH22号住居址－き6グリットで検出された。H4、8、14号住居址に切られる。N－2。－Wに長軸方位をとる。

長軸長一616m、短軸長一4，2m、壁残高－32cm、平面積－28．8niの規模を有する。炉址は地焼炉で、方形に均等配

置された主柱穴Pl～P4の4基の内のPl、P2の中間に構築されていた。平面形は不整な楕円形で長軸は南北である。

南辺には炉石が1ケ据えられていた。主柱そのものは、板ないし半割丸太ような形状が少なくとも柱痕部分からは観

察される。18×8cmほどの規模である。北壁下中央付近で堀方から検出されたPitの存在から憶測すると、棟持柱を
有していた可能性が強い。周港は有さない。

出土遺物としては、弥生土器だけが認められる。すべてが本址に伴うものであろう。器種としては、鉢、高杯、嚢、
壷が存在する。時期的には弥生時代後期の所産である。

OH23号住居址－き8グリットで検出された。H4、5号住居址、F2号掘立柱建物址に切られ、H24号住居址を切る。

壁残高－48cm以外は規模等は不明である。主柱穴は1基が調査区外に存在するため、未確認であるが、Pl～P3の

3基が該当するものと思われる。炉址はPlとP2の中間に構築されており、不整な楕円形を呈する地焼炉である。
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第37図　H16号住居址出土遺物（1）
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柱そのものは¢12cmの規模であった。棟持柱、周溝は有さない。

出土遺物は弥生土器である。器種的には鉢、高杯、蓋、台付嚢、壷が認められる。台付嚢を除くすべてが赤彩され

ている。壷体部下半の屈曲などから、本址の時期は弥生時代後期「箱清水式」期であろう。

OH24号住居址－か8グリットで検出された。H23号住居址、F2号掘立柱建物址に切られる。壁残高32cmの他は

規模等は不明である。主柱はF2号掘立柱建物址による破壊や、本址が調査区外にのびる等の理由から、Pl以外に

は検出されていない。主柱の規模は¢18cmであった。炉址はPl東の南北中心線上に存在し、両辺に1ケの炉石を持

つ土器敷炉である。棟持柱は有さず、周溝は北西隅部分にのみ認められた。また、北東隅の壁下床面には赤色顔料が

固まって出土した。腐蝕する性質の容器に保管されていたものであろうか？
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第38図　H16号住居址出土遺物（2）
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1　黒褐色上層（IOYR3ノ′2）。

2　　只褐色上層（10YR3／2）炭化物・機上ブロック合う

3　．恥褐色土屑（10YR2／2）。

4．　赤褐色土屑（51rR2／2）焼1－・灰プロノク多含。

5　　赤褐色土居（5YR4′ノ8）粘士プロノク少含。

6．　栂灰色士層（75YR61‘日　灰・成合。

7　．鳳褐色上層（10YR2／2）焼十ブロック少含。

8．　黒褐色土層（10YR3／2）

9　　暗褐色土層（10YR3／4）。

ニ鴫．＋思褐色土層（5YR3／1）カマド構築粘土・焼土粒7含。

梯・瞞掛川（10YR2／3）。
にぷい赤組色粘上（51′掴／3）。

娩⊥（5YR3／4）。

第39回　H18号住居址

黒抱色上層（10m3／2）焼土粒7－・10YR8／4ローム粒子少含。

照褐色上層（10YR3／2）10YR7／4ローム・10YR2／2多含。

にぷい鏡橙色上層（10YR6／4）ローム主体。バミス多含。

第40区I H19号住居址

m0
2
．
8
0

即
日

標
2m

第41図　H20号住居址
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1　にぷい戊地色土用（10Y桐／3）10YR6／6ローム・炭化物含。

2　　1屑に焼土を少含。

3．1炉＝こ焼上ブロック含。

4．　灰の堆積層。

5　101′R3／2、10YR6／6ロームの混在土軋

6　　にぷい黄褐色上層（10YR4／3）炭化物含。

簿？　黒潤色上層（10YR3／2）灰・炭化物磯t含。

鮎　にふい拓褐色土屑（10YR6／4）粘質tの焼士化したもの。

躯　にぷい責褐色上層（10Y削／3）10YR7／4ローム少含。

瀬　にぷい黄褐色上層（10YR4／3）10YR7／4ローム少含。

適．、にぷい黄祖色上層（101欄6／4）。

衝10YR5几10YR8／4ロームの混在土屑。

g　柱痕（10YR3／2）。



出土遣物としては、弥生土器、縄文土器、石器が認められる。縄文土器は混入品であるが、それ以外の遺物は本址

に伴うものである。弥生土器の器種としては鉢、台付鉢、高杯、嚢、壷が存在する。石器には石包丁と敲石が存在する。

出土状況が特異なものとして、2の台付鉢の中に24の石包丁が内包されていた。高年のロ緑部が水平に開く形態で

あることや、脚が長脚であること、壷の体部下半の屈曲、頚部文様帯の綾杉文や縄文、簾状文と波状文の混在等から、

本址の時期は、弥生時代後期「箱清水式」期の比較的古い時期と捉えられよう。

1

3

二二．「－‾－＿l

二二：てごニー二二†‾l‾‾‾一つ′、

・肘・一一一　一一1

．ど’

第42回　H18号住居址出土遺物
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第43図　H19号住居址出土遺物

OH25号住居址－お8グリットで検出された。H16、21号住居姓、Fl、2号掘立柱建物址に切られる。壁残高40cm

の他は規模等は不明である。主柱穴はPl、P2の2基が該当する。調査区外に存在するであろう他の2基と共に、方

形に均等配置されているものと思われる。炉址はPlとP2の中間に位置し、不整な円形を呈する土器敷炉である。P7

は棟持柱の可能性を有する。周溝は東壁下にのみ存在する。

出土遣物には、弥生土器、石器、鉄器が認められる。すべてが本址に伴うものであろう。弥生土器には鉢、高杯、賓、

壷の器種が、石器には敲石と磨石、鉄器には鉄鉱？と不明品が存在する。鉄鉄には木質が残存していた。本址の時期

については、壷に赤彩されるものとされないものが存在すること、口緑部文様帯を有するものの存在、頸部文様帯の

綾杉文と体部下半が屈曲するなどの特徴から、弥生時代後期「箱清水式」期の古い段階が想定される。

OH26号住居址－う5グリットで検出された。H9号住居址、D14号土坑に切られる。壁残高20cmの他は規模等は

不明である。Pitは4基検出されたが、性格は判断できない。

出土遺物には土師器、須恵器、石器が認められる。土師器には、杯A5、C3、鉢？が、須恵器には杯C、石器には

砥石が存在する。本址の時期については、遺構の重複関係から、5世紀後半～6世紀初頭に位置付けられる、H9号

住居址に先行する時期でなければ矛盾が生じるが、出土遺物の内の1、2，4は明らかに平安時代の土器であり、本

址に伴うものではないこととなる。また、3、5については、H9と同時期か若干新しい時期の可能性も否めない。

調査時点で重複関係について誤った判断を行った可能性も含め、現時点では本址の時期については不明としておきた

い。

一　51－
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第44回　H20号住居址出土遺物
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OH27号住居址－さ7グリットで検出された。H5、10号住居址、F4号掘立柱建物址、Dl、4号土坑に切られ、

H33、37号住居址を切る。N－250－Wに長軸方位をとり、長軸長一5．2m、短軸長一5．08m、壁残高－48cm、平面穣一

32Idの規模を有する。カマドは北壁の中央やや東寄りに、袖部地山削りだし、焚き口部分に石芯を用い、粘土で被

6　4　　　　　　　6

氾褐色土層（10YR2／3）10YR8／4ローム・elcm以トパミス少含。

明黄褐色土層（10YR6／6）ローム上体。01cm以下パミス含、】OYR2／3少含。

盟抱色士屑（10YR2／3）10Ylは／小コーム多含。

10YR2／3、10YR5／3の混在土屑。61cm大パミス含。

浅黄橙色上層（10YR8／4）ローム主体。10YR5／3含。

浅黄橙色土層（10YR8／4）ローム主体。パミス多含、10YR5／3少含。

第45図　H21号住居址

6　　　F J K

標高702．00m
（1’40）

2m
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覆して構築されていた。主柱穴は

Pl～P4の4基であり、方形に均

等配置される。カマド部分を除く

壁下（南壁部分は壁下ではなく、

壁から1m内側）には周溝が巡り、

主柱穴に向かい所謂「間仕切り」

溝がのびている。掘方の調査に

より確認された、西壁の古い周

溝の存在から、本社は北東隅か

ら南西隅を結ぶ対角線を基準に

して、南西に拡張していること

が判明した。掘方から検出した

P6～P9の4基の柱穴が旧住居の

主柱穴である。なお、カマド東脇の

P5は貯蔵穴である。

出土遺物には、土師器、須恵器、

灰粕陶器、弥生土器、土製晶、石器、

鉄器が認められる。土師器碗（9）、

須恵器嚢（29）、灰粕陶器、弥生

土器を除いた遺物は本址に伴うも

のであろう。土師器には杯E、

F、H、手捏、鉢、聾Al、A2、甑Bが、

須恵器には杯蓋D、土製品は土器

片円盤（土師器片再利用）、石器

には編物石、砥石、磨・敲石、鉄

器には刀子が存在する。編物石の

多くはP3の西方の壁下にまと

まって出土したものである。

以上のような土器様相は、聖原

遺跡の時期区分一古墳時代Ⅲ期に

該当し、6世紀中葉～7世紀初頭

の実年代が想定される。

OH28号住居址－け7グリットで

検出された。F3号掘立柱建物址、

D15号土坑に切られ、H31、32、

36号住居址を切る。N－40－W

に長軸方位をとり、長軸長一3．96

m、短軸長一3．04m、壁残高－

36cm、平面積－16．4Idの規模を

有する。カマドは北壁の中央部分

に石芯を粘土で被覆して構築さ

れていたものと思われる。Pl～

P4の4基のPitが主柱穴である。

周溝は有さない。



出土遺物としては土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土券、土製品、石器、鉄器が存在する。25の土師器高杯、弥生土器、

50の臼玉以外は本址に伴うものであろう。土師器には杯Al、A2、Bl、Cl、C2、C3、Dl，碗Al、A7、A9、耳皿、

ロクロ嚢A、Bが、須恵器には杯C、有台杯、杯蓋、嚢Cが、灰粕陶器には碗が、土製品には羽口が、石器には砥石が、

鉄器には刀子、鎚が認められる。なお、1の土師器杯には、「本」の焼成後の刻書が認められる。

以上のような土器様相は、聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定される。

‾．′　′．

ヽニ～ニ⊇
8　　　　　8

14

第46回　H21号住居址出土遺物

OH29号住居址－く4グリットで検出された。M1号港班に切られる。N－820－Eに長軸方位をとる。長軸長一3月4

m、短軸長一3．44m、壁残高－24cm、平面積－15．2Idの規模を有する。カマドは西壁の中央部分に構築されており、

佐久市の古代住居址のカマド位置としては希有な例である。煙道堀方と火床以外の構築材は一切残されていなかった。

主柱穴はカマド両脇の壁に2基、床面上に2基の計4基が方形に均等配置されていた。周溝は有さない。堀方から検
出された4基のPit、土坑の性格、時期については不明である。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器が認められる。すべてが本址に伴うものであろう。土師器には杯Al、

A3、A5、Cl、武蔵要Cが、須恵器には杯C、有台杯B2、要B、壷Bが、灰粕陶器には碗、小瓶が存在する。土師器杯？

2点には墨書が認められるが、判読はできない。

以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅵ期に該当し、9世紀後半の実年代が想定される。
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1　暗褐色1‾層（101′R3ノノ3）焼ト炭化物・パミス含。

L．県掲色1‾層（1州く2／こり　歳化物多含、パミス含、娩上ノ少含。

3．暗褐色上層（10YR3パ）／夷化物・ハミス含。

4．暗褐色t旭（10川3／3）　ローム・パミス多含。

5　蹟褐色l‾屈（101′R5J8）ローム丁ニ体。暗褐色1含。

娠褐色上層（10Y削！4）バミス・ローム多含。貼凪

イ禽∴lユ褐色上層（10YR2／3）ローム含、パミス少含。

獣暗褐色瀾（10川3／1）パミス・ローム多含。

粟蛮徹色上層（10Ⅶ5／8）ローム上体。暗褐色上ブロック少含。

歓暗抱色上層（10YR3／4）パミス含。

焼】’。

〇日接＝10YR2／2）ローム・パミス少含。

第47回　H22号住居址

第48回　H22号住居址出土遺物
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第49園　H23号住居址
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l・∵十十∵十十∵十：・∵・巨∴‥－∴：・：∵∵J

l　抱色寸こ層（10Y飢／1）パミス・多含、ロームブロック少含n

2．思栂色I‾層

3．暗褐色十個

4．黒褐色士屑

5　暗抱色上層

6　暗阻色上層

7　暗褐色士別

8．時絶1色」ニ層

（1m用2／3）

（101R3／4）

（101R3／2）

（101rR3ノ′3）

（10YR3／3）

（10Yl13／こり

（10YR3／ィり

バミス含・ロームブロック含。

ハミス・ロuムプロソク含。

パミス・ロームブロック少含。

ハミス・ロームプロソク少含。

パミス・ロームプロノク多含U

ハミス・焼巨鮎士極少含。

パミス・ロームブロック含。

9．にふい黄褐色上層（10用574）パミス・小石含。

10　褐色士屑（10Y洞／4）パミス・ローム含。

き菱1赤褐色上層（75Y桐／6）パミス少含。

g4洩（10YR3ノ′4）ノミミス少含、，

陸
碧登竜

ニ　ー

第50回　H23号住居址出土遣物
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第51回　H24号住居址出土遣物（1）
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疹グ

OH30号住居址－け5グリットで検出された。

M1号溝址に切られる。壁残高－28cm以外は

規模等は不明である。Pl、P5が主柱穴、P3、

P4は出入口施設であろう。炉址、周溝は確認

されなかった。

出土遺物には弥生土器と石器が認められる。

すべて本址に伴うものであろう。弥生土器には

鉢、高杯、台付要、賓、壷が存在する。石器に

は砥石、磨・敲石が存在する。破片資料としては、

頸部に綾杉文が施される壷も存在し、所謂「後

期型の高杯」も存在しないが、本址は「箱清水式」

期の所産であろう。

OH31号住居：址－け7グリットで検出された。

H28号住居址、F3号掘立柱建物址、D2、

6、18号土坑に切られ、H36号住居址を切って

いる。N－120－Eに長軸方位をとる。長軸長一

6．12m、短軸長一4．08m、壁残高－36cm、平面積－

28．11崩の規模を有する。主柱穴はPl～P4の4

基であり、方形に均等配置されている。柱その

ものは確認できなかった。周溝は南西隅から西

壁下に存在し、南壁下の端部から北に向かい

2　　　5　　F I J P3に連結されていたであろう、所謂「間仕切」

1黒掲色上層（用YR3／2）015。m大パミス多久10YRT／4ローム少含n O

2．灰炎褐色上層（10YR4／2）10YR8／4ローム少含。

3．J火蹟褐色上層（10YR4／2）10YIはJ’4ローム合。

4．にぷい造橙色寸・屑（10YR7／4）　ロームTニ体。

をノさ　川Y削／3、10YR7／3ロームの混tl三上軋

■柱痕（101R5／3）。

第52回　H24号住居址

標高70200m
（1．80）

2m

溝が存在する。炉址はPlとP2の中間に存在し

たであろうが、H28号住居址に破壊され残存し

ていなかった。

出土遺物には土師器、弥生土器、土製品、石器、

鉄器、銅製品が存在する。土師器以外のすべて

が本址に伴うものと思われる。弥生土器には鉢、

嚢、壷、甑の器種が、土製晶には臼玉、石器に

は砥石、スクレイパーが、鉄器は不明品、銅製

品には鋼鉄が認められる。弥生時代の銅敵は佐

久市内で3例日となる。全県でも　24点の出土

例しかなく、貴重な発見といえる。特徴としては、県内出土の他のものと比べ大型品であり、残存状態が良好なこと、

脚が返っていること、茎の断面が四角であること、再加工されていないこと等があげられる。鉄器は器種が不明であ

るが、2枚が重なった状態で錆により接着している。1枚は1辺に刃部が作り出されているようにも観察される。壷

の口緑部が比較的短く、強く外反する形態などから、本址の時期については、弥生時代後期「箱清水式」期の中でも

新しい様相を呈しているように思われる。

66
24（1）（1／2）

第53図　H24号住居址出土遺物（2）
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第56回　H26号住居址出土遺物
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標高702．00m
（1．80）

2m

1．尿貴栂色上層（101rR4／2）10YR2J2・10YR8／1ローム含。

2．】OYR8／4、10m4／2の駐在t旭。

3　浅黄橙色上岡（10Y問／4）ローム王休し10YR4／2少含。

4　にふい蹟橙色土屑（10YR6／4）10YR2／2・10YR8！4Lトム少含。

5・にぷい黄褐色上層（10YR5／3）炭化物多含、10YR8／4ローム含。

6　にぷい黄橙色上層（10YR7／4）ロu－ム主体。

710YR5／3、10Ylく3／2の混在fこ軋10YR8／4ローム少含。

畢　浅黄橙色⊥眉目oYH8／1）ローム」一肌1017R4／2・…rR2／2′少含。

焼士。

こ

OH32号住居址－け6グリットで検出された。H28号住居址、D15号土坑に切られ、H7、35号住居址を切る。壁残高－

24cm以外の規模等は不明である。複数のPitが床面上で検出されたが、主柱穴は判然としない。カマドは北壁の中央

部分に石芯を粘土で被覆して構築されていた。周溝は有さない。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、石器、鉄器（未実測細片）が存在する。土師器には杯Cl、碗Al、鉢、

ロクロ要Bが認められる。須恵器には杯C、嚢、壷が、石器には砥石が認められる。以上の内、土師器鉢9、10は

本址に伴うものではない。また、土師器杯、椀の3点には墨書が認められ、内2点は梵字「マ」と思われる。須恵器

杯4の内面には、炭素吸着と思われる処理が施されている。このような須恵器は佐久市内幾つかの遺跡で散見される。

以上のような土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想定される。

OH33号住居址－し6グリットで検出された。H27号住居址、D5号土坑に切られる。本址はPitのみが残存しており
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1灰黄褐色上層（10YR4／2）10YR7／4ローム少含。

2　にぷい造拉色上層（101－R6／4）

3．にぷい掟栂色十層（川YR5／3）10YR7／4ローム礼

者　にぷい敢橙色1こ層（10YR7／4）ローム主体。101・R5／3含。

第57図　H26号住居址

土遺物は炉に敷かれていた壷の体部片1点である。弥生時代後期「箱清水式」

その特徴的な配置から、弥生時代後

E　期の住居址であることが判明した。

Pl～P4の方形に均等配置される4

基が主柱穴であり、P5、P6が出入

口施設、P7が棟持柱である。炉址

はPl　と　P2の中間に位置し、不整

形な平面形を呈し、内部には土器が

敷かれていた。また、本址は建替が

行われており、Pl～P4にPlO～

P13が、P5、P6　に　P14、P15が、

P7にP18が対応しており、規模的

には旧住居よりも新住居は縮小され

ている。炉は位置を移動していない。

上記のような理由から、本址の出

期の所産である。

OH34号住居址－さ4グリットで検出された。Ml、2号溝址に切られる。壁残高12cm以外の規模等は不明である。

床面上で4基検出されたPitの性格は判断できない。カマド、周溝は調査範囲には存在しなかった。

出土遺物は土師器のみである。器種的には杯A3、Bl、Cl、C2、碗Al、ロクロ嚢Bが認められる。すべて本址に

伴うものであろう。以上の土器様相は聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実年代が想

定される。

OH35号住居址－こ6グリットで検出された。H7、10、28、32号住居址、D15号土坑に切られる。壁残高8cm以外

の規模等は不明である。Pl、P9が主柱、P2、P5は棟持柱であろうか？炉址はPlの西脇に存在する。不整円形を呈

する地焼炉である。周溝は有さない。

出土遺物には土師器と弥生土器が認められる。土師器は混入品である。弥生土器には高杯、嚢が器種として存在する。

すべてが断片的な資料ではあるが、弥生時代後期「箱清水式」期の所産であろう。

OH36号住居址－こ8グリットで検出された。H28、31号住居址、F3号掘立柱建物址、D15、18号土坑に切られる。

壁残高－24cm以外の規模等は不明である。Pl～P4の4基のPitが主柱穴であり、方形に均等配置されている。主柱

そのものは、板ないし半割丸太状を呈しており、長辺で24cmの規模であった。炉址はPlとP2の中間に位置しており、

土器を埋設した地焼炉であり、平面円形を呈している。本址の炉は埋設土器を入れ替えており、その際に古い土器を

そのまま埋めて、新しい土器を埋設している。南壁下の細長いPit2基は出入口施設である。周溝は有さない。西壁

下の中央やや南よりの床面からは、赤色顔料が固まって出土している。

出土遺物には弥生土器、石器、鉄製品が存在する。弥生土器には嚢、壷、石器は性格不明な石製品、鉄器は長方形で、

長辺の両端に近い中央部分の円孔に釘？が穿たれた状態で残存しており、一部には木質が認められる。弥生土器の内

の2の碧が新炉体、5の壷が旧炉体である。本址の時期は壷頚部の綾杉文や、波状文の多段施文等から弥生時代後期「箱

清水式」期の比較的古い段階と思われる。

OH37号住居址－こ8グリットで検出された。H5、27号住居址に切られる。H5、27号住居址による破壊のため、

極めて小範囲が残存していたにすぎず、本址が住居址である確証も乏しいが、壁下の堀方からPitが1基検出されて

いる。出土遺物は皆無であり、時期はH27号住居址が6世紀中葉～7世紀初頭の所産であるから、これを下限とす

る時期である。

OF1号掘立柱建物址－う8グリットで検出された。H6号住居址を切る。N－50－Wに長軸方位をとる。桁行長－

3．84m、桁行柱間寸法－1．6～2．16m、梁間長一3．64m、梁間柱間寸法－1．68－2．04m、平面積－14．OIdの規模を有する。

柱そのものの規模は¢20cmである。

出土遺物は、須恵器高杯か高盤の脚部片が1点出土している。時期はH6号住居址の10世紀前半が上限となる。
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22　　J

1．時褐色土用（10YR53／こ1）パミス含n

2　暗褐色t屑（10YR3／3）パミス・ローム粒子・ロームブロック・恨色仁ブロック多含。，

3　時褐色1‾層（101．R3／4）パミス・ローーム粒子・ロームフロック多含、黒色士ブロック
炭化物少乱

4．氾褐色上層（10YR2／3）パミス・ローム拉√一少含。

5．。黒鮎色士層（10lrlく2／2）′べミス含、ローローム粒！少合n

6　にぷい蹟褐色上層（LOYR4／3）ローーム粒／多含、′くミス含。

7．暗褐色l‾層　日0YR3／3）′くミス含、灰鏡褐色上少含

8．時栂色上層（10YR3／3）尿蛮褐色特上ブロック含、紹色粕tブロック乱

9　栂灰色士潤（10YR5／1）尿t休。

川．瓜色上層（101R17／1）炭化物上体。灰含。

1L暗iる色上層（10Ylて3／3）招色粘土ブロック多含、灰乱

塊
A

褐色上層（10YR4／4）ローム粒7－・ロームブロック・′くミス多含。

払肌色土屑（10YRl．7／1）朕・灰含。

止黒色上層（10YR17／1）炭・灰含。

誠にぷい蛮橙色上層（10YR6／3）′J

脹暗褐色土用（10YR3／3）。

1すごにぷい品位色t層（川YR6／3）。

与8ノにぷい黄褐色‾L旭（10YR4／3）。

締点褐色上層（10、′R2／3）J

K　　　　　　　　22 22　　」

蕪 略赤褐色寸潤（5YR3／6）焼上フロック。

乱用閥色上二層（751rR3／3）壌土ブロックU灰・成合含。

明l　暗褐色土用（10YR3／4）10YR6／4り01R3／3プロノク含。

カマト紺乱池上

第58回　H27号住居址
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第59図　H27号住居址出土遺物（1）
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第60図　H27号住居址出土遺物（2）

OF2号掘立柱建物址－か8グリットで検出された。H21、22、23、24、25号住居址を切り、H8号住居址に切られる。

N－86。－Eに長軸方位をとり、桁行長－5月4m、桁行柱間寸法－1．84－2．08m、梁間長一4」＿6m、梁間柱間寸法－

1月4－2．2m、平面積－24．3Idの規模を有する側柱式の掘立柱建物址である。柱そのものは確認できなかった。

出土遺物は皆無であるが、遺構の重複関係から本址の時期は古墳時代6世紀中葉～7世紀初頭が下限、弥生時代後

期「箱清水式」期が上限となる。

OF3号掘立柱建物址－け8グリットで検出された。H28、31、36号住居址、D18号土坑を切り、D6号土坑に切られ

る。N－82。－Wに長軸方位をとり、桁行長－6．0m、桁行柱間寸法－1．4－2．2m、梁間長一4．舶m、梁間柱間寸法－

2．0－2．56m、平面穣一26．6Idの規模を有する、総柱式の掘立柱建物址である。柱の規模は¢40cm近くある。
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第61因　H28号住居址

7　　　　　　　　　　4

1．外褐色L層（7517R3／2）　02山l人パミス含・炭化物含。

2．黒褐色l‾層（751R3／2）1層より粘性強い。パミス多含n

3．根褐色上層（7．YR3／2）焼上プロノク含．，

4．男掲色t屑（川YR3／2）。

5．時栂色1滴（75YR3／3）。

車．′S．l．1閥色上層（10YR3／2）し

五七瓜褐色上層（…lく3／2）バミス多含、ロームプロノグ含。脂珠。

呼黒抱色1層（751rR3／2）娃卜火・尉ヒ物粒！含0

旭しこ（51rR5／8）。

粘上（5YR4／4）。

l

第62図　H29号住居址
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1　咄褐色上層（10YR3／3）パミス少含。

2　時褐色上層（101－R3／4）焼十少含。

3．暗褐色t屈（拍lR3！3）パミス・ローーム含、焼上少含。

4．時拗色t用（101rR314）パミス合、焼上少含。

ぎ1H．＝軌色t旭（10YR2／3）貼床。パミス・ロームブロック含。

㊨．L宗祇色上席（10YR4／ィ1）パミス少含。

焼土（5YII4／8）　里褐色土ブロック含。
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第63図　H28号住居址出土遣物（1）
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第64回　H28号住居址出土遣物（2）

本址とF2号掘立柱建物址は、東西方向に長軸を合わせ配置されており、規模もほぼ同一である。ただ、一方は側柱、

本址は総柱式の違いが認められる。

出土遺物には、土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、銅製品が認められる。この内、3、4、6、7は検出面か

らの出土であるため、本址の時期比定に用いることは出来ない。1はP4内の出土であり、かつ完形品であることから、

本址の所産期に極めて近い資料である。そう考えると、8の弥生土器の鉢は除外され、5の須恵器杯蓋、9の銅製品（腰

帯飾金具巡方？）が本址に伴う遺物の可能性が高くなる。これらの遺物から、本址の時期を類推すると、聖原遺跡の

時期区分一奈良平安時代Ⅵ期に該当し、9世紀後半の実年代が想定される。

OF4号掘立柱建物址－さ6グリットで検出された。Hl0号住居址に切られ、H27号住居址を切る。N－600－Wに長

軸方位をとり、桁行長－4．12m、桁行柱間寸法－2．0－2ト12mの規模を有する。H10号住居址との空間的かね合いから、

染間1間×桁行2間の側柱式の掘立柱建物址が想像される。柱そのものは確認できなかった。

出土遺物には、土師器杯C2、ロクロ賓Bが認められ、杯？と思われる破片には判読不可能な墨書が認められる。

以上の出土遺物から本址の時期を比定すると、聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅶ期に該当し、10世紀前半の実

年代が想定される。
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第65因　H29号住居祉出土遺物

OD1号土坑－さ9グリットで検出された。H5、27号住居址を切る。N－00－Eに長軸方位をとる。長軸長一1．2

m、短軸長一0．48m、壁残高－24cm、平面積－0．7Idの規模を有する、長方形の平面プランを呈し、断面形状は逆
梯形である。

出土遺物は皆無であり、時期・性格は不明である。H5号住居址の所産期である10世紀前半が本址の上限時期であ
る。

OD2号土坑－く6グリットで検出された。H8、14、31号住居址を切る。N－75。－Wに長軸方位をとり、長軸長一

2．4m、短軸長一2」．6m、壁残高－28cm、平面穣一3．9Idの規模を有する、楕円形の平面プランを呈し、断面形状は

逆梯形である。

出土遺物には、須恵器杯、嚢、弥生土器要が計4点認められるが、遺構の重複関係から、弥生土器はH31からの

混入品の可能性が高い。H8、14は6世紀中葉～7世摘己初頭の所産であるから、1、2の須恵器が本址に帰属する可
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第66回　H30号住居址

第67回　H31号住居址

ー　69　一

1．時硯色上層（10YR3／3）

㌢．鶴褐色土層（10YR2′′2）

3．褐色t層（10YR4／4）

4．暗褐色1‾層（101rR3／4）

5　褐色上層（10YR′】／6）

6　賠砲色上層（101’R3／4）

パミス・ローム粒子▼少含。

パミス・ローム粒ト炭化物含。

ローム拉r▼多含。

パミス・ローム粒子・炭化物合。

ローム主体。暗褐色土乱

ローム粒子多含。

鵜川潤色上層（10YR2／3）ローム粒7少含。

8．某褐色L層（10YR2／3）パミス含、ローム魁一　少合。

9．爵褐色土崩（10YR5／6）　ローム主体。

川．暗褐色l▼屑（10YR3／4）　ローム多含。

＝1暗栂色上屑（10YR3／3）　ローーム粒子含。

鵜にぷい黄褐色上層（10YR4／3）ローム主体。

13．暗拗色上層（10YIB／3）ローム粒子・′くミス含。

2m　14　暗褐色上層（10YR3／4）ロ‾ム上体。

15　時栂色上層（101’R3／3）　ローム粒子含。

M　4　N O P

‾豪‾去
標高701．20m

（180） 2m

1．黒褐色＿▼層（10Yfl3／2）　ローム粒子・招cm人パミス含。

2．暗褐色上層（10YIミ3／3）ローム粒子・¢1cm大パミス含。

3．黒褐色上層（10YR2／3）ローム粒子・パミス含。

4　暗褐色上層（10Yl13／3）。

5　にぷい蹟褐色土屑（川YIく4／3）。

6　にぷい黄褐色l‾層（10YR4／3）ローム粒子・パミス多含。

7　にぷい黄褐色上層（10YR4／3）ローム主体。

端褐色上層（10YR4／4）ローム主体。

3　4　5　　8　　　　H
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第68図　H30号住居址出土遺物（1）
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能性が高い。時期的には奈良・平安時代という大きな時間幅で括っておきたい。

OD3号土坑－く5号グリットで検出された。H14号住居址を切る。N－50－Wに長軸方位をとる。長軸長一1．28

m、短軸長一1．12m、壁残高36cm、平面積－13汀fの規模を有する。平面形は方形を宜し、断面は逆梯形である。

こ）2。。7）

11⊆9（8）

第69図　H30号住居址出土遺物（2）
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出土遺物は皆無であるため、本址の

時期は不明であるが、H14の所産期で

ある6C中葉～7C初頭が本址の上限

となる。

OD4号土坑－さ8号グリットで検出

された。H5、27号住居址を切るN－

700－Wに長軸方位をとる。長軸長一

1．2m、短軸長一1．04m、壁残高－56cm、

平面積－1．OIdの規模を有する。平面形

は楕円、断面は逆梯形の形状を呈して

いる。出土遺物としては、弥生土器の

高坤こ片が1点出土しているが、遺構の

重複関係から混入品と思われる。Dl同

様の理由から10世紀前半が本址の上限

時期である。

左

ヽ
′

11

二∴二＿　‘主l

蛋⊇⊃
14　　　　喝，6

第70図　H31号住居址出土遺物
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【□ 1．暗褐色上層（…rR3／3）パミス・ローム粒子含。

′／ノ　　2　黒褐色上層（10YR2′′3）′くミス・炭化物・ローム串・′了含。

3　黒褐色十屑（10YR3／2）カマド血族吼

射褐色上層（10YR4／4）。

衡三暗褐色土居（10YR3ノ′4）帖床。ロームブロック・パミス含

商略褐色十旭日0YR3／4）暗褐色ブロック含。

漢性癖（1017R3／3）。

焼上（7．5YR4／4）。

灰鏡掲色拙守（川朋4′′2）カマト構築上

標高702．40m
（140） 2m

H I J K L

一一一一　　　　1－－

第71図　H32号住居址

11

11

、＿　一一

14

第72図　H32号住居址出土遺物

OD5号土坑－さ6グリットで検出された。H33号住居址を切り、Hl0号住居址に切られる。深度－1．64m以外の規

模等は不明であるが、平面一円形、断面－すり鉢状の形態を呈する、聖原遺跡での「E形態土坑」である。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、石器が認められる。8の土師器高杯、14の須恵器壷、弥生

土器は明らかな混入品であるが、石器（台石、敲石）は判断できない。土師器には杯Cl、碗Alが、須恵器には杯

C、有台杯、嚢が、灰粕陶器には碗が存在する。このような土器様相は、聖原遺跡の時期区分一奈良平安時代Ⅵ期が

－　72　－
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新住居
標高702．30m

（1ニ80）

1．にぷい高褐色上層（10YH4／ニi）。

2，にふい黄褐色1．層（10YR5／こi）

3　暗褐色1‾層（10YRこ3／3）。

4．掲色」こ層（l飢′糾／′1）

5　暗褐色l研　く1017R3ノrl）10YR5／6ブロック少含り

2m
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第73図　H33号住居址

該当する。

OD6号土坑－く8グリットで検出された。H31号住居址、F2号掘立柱建物址を切る。N－800－Wに長軸方位をと

り、長軸長一2．24m、短軸長一1，44m、深度－52cm、平面積－2．6nlの規模を有する。平面は長方形のプランを呈する。

底面の周囲が低くなって周溝状に取り巻いており、木棺墓の可能性を有する。

出土遺物は須恵器土不Cが1点認められるだけであり、時期は不明である。

OD7号土坑－き8グリットで検出された。H15号住居址を切る。N－00－Wに長軸方位をとる。調査区外にのび

るため、長軸長は不明である。短軸長一1．36m、深度－60cmの規模を有する。平面長方形、断面逆梯形の形態である。

土師器、弥生土器、羽口、鉄素材が出土している。時期・性格は不明である。
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第74図　H33号住居址出土遣物

／
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1　暗褐色土用（10YR3／4）　ローム粒r・多含コ

2．にぷい蹟褐色土屑（101恨4／3）　ローム多含。

第75回　H34号住居址

OD8号土坑－え7グリットで検出された。H2号住居址に切られ

る。N－110－Wに長軸方位をとる。長軸長一2．12m、短軸長一

2．08m、深度－20cm、平面積－3．5ldの方形の平面プランを呈し、

断面は鍋底状である。

出土遺物には、土師器杯C2、嚢の2点が認められる。本址を切る

H2が10世紀前半の所産であるから、本址の時期はこれが下限とな

る。

OD9号土坑－き5グリットで検出された。Hlト12号住居址を切る。

N－100－Eに長軸方位をとる。長軸長一0．84m、短軸長一1．6m、

深度－24cm、平面積－2．41滋の楕円形の平面プランを呈し、逆梯形

の断面である。

出土遺物は皆無であり、時期・性格等は不明である。

OD13号土坑－か8グリットで検出された。H24号住居址を切る。

N－830－Wに長軸方位をとる。長軸長一96cm、短軸長一92cm、深

度－32cm、平面穣一0．8Idの円形プランを呈し、断面は逆梯形である。

出土遺物としては、弥生時代後期の要片が1点出土しているが、

重複するH24が該期の住居址であるため、この土器をもって、本址

の所産期とすることは出来ない。弥生時代後期「箱清水式」期が本

址の上限である。

第76回　H34号住居址出土遺物
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第78図　H35号住居址出土遺物

6

第79図　H36号住居址出土遣物
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1　暗褐色上層（10川3／3）ローム粒トバミス含。

2．暗褐色上層（10YRニ1／4）ロームプロノク含。，

．禍色棚了（101朋／4）バミス多含。

・鞍間R6／6、10YR3／3の混在上吼　ロームブロック多含。

瀾柱痕（10YR5／4）。
焼主（7．5YR3／4）。

0　　　　　　　　　　　　0



標高70220m
（1こ80）

2m

第81園　H37号住居址

F S T

二漸

H K L

顎ク

標嵩70210m
（1こ40）

2m

1　狙掲色上層（10YR3／2）ローム粒！りパミス含。

2．黒褐色寸瀾（10YR2／3）ローム粒子・パミス含。

3．1お初色iニ層（10YR2／3）ローム拉fりパミス含。

4　にぷい漬帖色上層（10lrRI73）ロームブロック含。

5　男．怯褐色1‾層

6．暗徒色土屑

7　男褐色上層

8　暗褐色土用

9．暗鉛色1＿層

10　暗褐色上層

lL　咄淘色士屑

12．黒秘色上層

（10YR3／2）。

（1（IYR3′′3）U

（10Ylく2／2）。

（1017R3ノ3）。

（1mrR3／3）。

（10YR3／4）

（10Y田／3）。

（10lrR2ノ3）。

轍褐色上層（10YR〟1）

妹狼褐色し瀾（101R2／3）。

臨往痕（1飢rR3／4）。

第80回　H36号住居址

OD14号土坑－う5グリットで検出された。H9、26号住居址を切る。N－780－Wに長

軸方位をとる。長軸長一2．0m、短軸長一1．64m、深度－24cm、平面積－3．1rrfの長方形

の平面プランを呈し、逆梯形の断面である。

出土遺物は土師器碗Alが1点出土しているが、細片であり、これを以て本址の時期と

するわけにはいかない。H9号住居址の5世紀後半～6世紀初頭が本址の時期の上限であ
る。

OD15号土坑－こ7グリットで検出された。H28、32、36号住居址を切る。N－70－Wに

長軸方位をとる。長軸長一1．76m、短軸長一0．88m、深度－40cm、平面積－2．Odの長方

形の平面プランを呈し、逆梯形の断面である。

出土遺物には、土師器杯Al、Cl、Glが認められる。この内の杯Al、ClはH28号住

居址に本来帰属する可能性が強い。本址の時期はH28号住居址の10世紀前半が上限であ
る。

OD16号土坑－さ5グリットで検出された。他遺構との重複関係は有さない。N－250－Wに長軸方位をとる。長軸

長一1．24m、短軸長一1．2m、深度－48cm、平面積－1．2ITfの円形の平面プランを呈し、逆梯形の断面である。

出土遺物には弥生土器と石製品（臼）が認められる。本址は重複関係を有さないことから、本姓の時期は弥生時

代の可能性が高い。

OD17号土坑－こ4グリットで検出された。他遺構との重複関係は有さない。N－520－Eに長軸方位をとる。長軸

長一1．4m、短軸長一1．321m、深度－48cm、平面穣一1．6Idの円形の平面プランを呈し、逆梯形の断面である。

出土遺物には弥生土器の高杯が1点認められる。本址の時期は弥生後期の可能性が高い。
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第82図　F1号掘立柱建物址
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1　灰黄褐色上層（10YR5／2）10YR7／31コーム・パミス少含。

2　灰黄褐色‾層（10YR5／2）10YR7／3ローム・パミス多含。

3．黒抱色」こ層（101rR3／2）101rRS／4ローム少含。

4　月黒褐色上層（1（川R2／2）。

510YR5／3、川YR7／3ロームの混在上風。

OD18号土坑－け8グリットで検出さ

れた。H31、36号住居祉を切り、F3号

掘立柱建物址に切られる。N－340－E

に長軸方位をとる。長軸長一2．48m、短

軸長一2．12m、深度－40cm、平面積－

4．OIdの楕円形の平面プランを皇し、逆

梯形である。

出土遺物には、土師器J不C2、碗Al、

ロクロ賓、須恵器高盤、弥生土器、石器（磨

製石鉄、磨石）が認められる。弥生土器

や石器は重複する、弥生時代の住居址か

らの混入品と思われる。また、4の須恵

器も他の土師器とは時期が異なる。

1－3・5の土師器が本址に伴う可能性

が強く、本址の時期は聖原遺跡の時期区

分一奈良平安時代Ⅶ期が該当し、10世

紀前半の実年代が想定される。

OD19号土坑－き4グリットで検出され

た。M1号溝址を切る。N－40－Eに

長軸方位をとる。長軸長一1．4m、短軸

長一0．88m、深度－40cm、平面積－1．2

前の長方形の平面プランを呈し、逆梯形

の断面である。

出土遣物には、土師署封不Dl、弥生土

器賓、鉄器（不明）が認められるが、時期・

性格共に不明である。

OD20号土坑－け4グリットで検出され

た。M1号溝址に切られる。N－800－

Eに長軸方位をとる。長軸長一1．12m、

短軸長一1．08m、深度－32cm、平面穣一
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1．！甘勘色上層（10YR2／3）ローム粒子多念。　　　　　　9．暗褐色lニ層（101R3／3）ローム多含′ノ

2．惧禍色上層（10川2／2）ローム粒／一少含。　　　　　10．灰黄褐色上層（10Yli6／2）ロMムL軋

3．il離離u一同（10YR3／3）ローム粒・ブロック丸　　　11照褐色上層（10YR2／3）ロrム防′くミス少含。

⊥・黒褐色上層（10YR2／2）ローム粒・パミス含。　　　12　にぷい最褐色上層（10Y附帯）ローム粒・パミス少含。

5　にぷい競褐色上層（川YT5／3）ローム主体。　　　13．丁．肘掛色上層（10YR2／3）ローム・バミス少合。

6　にぷい蛮褐色上層（10YR4／3）ローム多含。　　　14．褐色土層（10Y桐／4）ローム多含、暗褐色上含。

7　暗褐色上層（10Y旧／4）ローム多含ハ＋＋＋＋臣l柱痕（】OYR2／3）

私．褐色l‾旭（10YR4／4）ロームニ日本。暗褐色い少含n

第84回　F3号掘立柱建物址

OD24号土坑－か6グリットで検出された。他遺構との重

複関係は有さない。N－60　－Eに長軸方位をとる。長軸

長一1．24m、短軸長一1．08m、深度－20cm、平面積－1．1

山の楕円形の平面プランを呈し、逆梯形の断面である。

出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

OD25号土坑－か7グリットで検出された。H8号住居址、

F2号掘立柱建物址に切られる。N－0。－Eに長軸方位を

1．1Idの方形の平面プランを呈し、逆梯

形の断面である。

出土遺物は皆無であり、時期は不明

である。

OD21号土坑－お5ダリットで検出さ

れた。H18号住居址を切っている。

N－0。－Wに長軸方位をとる。長軸

長一1．6m、短軸長一1．24m、深度－48

cm、平面積－1．8Idの長方形の平面プ

ランを呈し、断面は逆梯形である。

出土遺物は、土師器杯A5、須恵器杯

Cが認められ、本址の時期は10世紀前

半と思われる。

OD22号土坑－お5グリットで検出さ

れた。H18号住居址に切られる。N－

400－Eに長軸方位をとる。長軸長一

1．08m、短軸長一0．96m、深度－24cm、

平面積－0．7Idの楕円形の平面プラン

を呈し、逆梯形の断面である。

出土遺物には土師器杯Dlが1点の

み認められたが、重複するH18号住居址

の混入遺物の可能性が高い。よって、

本址の時期は下限が10世紀後半であ

る。

OD23号土坑－し4グリットで検出さ

れた。一部分が調査区外にのびている。

調査範囲においては、他遺構との重複

関係は有さない。N－00－Wに長軸

方位をとる。長軸長一1．72m、短軸長一

0．8m、深度－28cmの長方形の平面プ

ランを呈し、逆梯形の断面である。

出土遺物は皆無であり、時期は不明

である。

1l．上組色上層（10YR213）

2　褐色上層（10Ylり／6）H州民5ノ14ブロック多含

第85図　F4号掘立柱建物址
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とる。長軸長一1．68m、短軸長一0．8m、深度－28cm、平面積－1．21Idの長方形の平面プランを呈し、逆梯形の断面

である。

出土遺物は皆無である。本址の時期は下限が6世紀中葉から7世紀初頭である。

OD26号⊥坑－さ3グリットで検出された。他遺構との重複関係は有さない。N－800－Wに長軸方位をとる。長軸

長一1．44m、短軸長一1．32m、深度－1．4m、平面積－1．71肩の方形の平面プランを呈し、長方形の断面である。

出土遺物は皆無であり、時期は不明である。

OMl・2号溝址－か～し4グl）ット（Ml）、さ・し3グl）ット（M2）で検出された。H29、30、34号住居址、D

20号土坑を切り、D19号土坑に切られる。ほぼ東西方向に走る溝であり、Ml、M2の2条がセットになっている。2

条の間隔は2．4mで併走している。深度は40cmほどである。性格的には水路などではなく、区画のための溝であろう。

出土遺物には土師器杯Dl、碗Al、ロクロ襲、要Bl、須恵器杯蓋、婆B、壷B、石器（砥石）が認められる。M

1－4を除き平安時代－9世紀後半に位置付け可能な遺物群であるが、重複する住居址－H29も同時期であること、

未調査部分において、M1－4も含めた時期の遺構との重複もあり得るため、本址の時期をこれらの遺物群によって

決定することは出来ない。本祉の時期はその上限が9世紀後半ということになる。

ノ‾八、
1

F1号掘立柱建物祉

うl＿

F3号掘立柱建物祉

Tゝ：

F4号掘立柱建物祉

く

第86図　掘立柱建物址出土遣物
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標高701．80m
（180） 2m

110Y】1′1／3、10YR5／6、101R31′2ブロックの混在土崩

Dl号土坑

1．時掲色土屑（10YR3／4）。
2．暗褐色十㍍（10YR3／3）．炭多含。

D4号土坑

tl‾－‾：

1＿・

標高70200m
（1‘80）

2m

1．暗褐色上層（10YR3／4）ローム拉少合。

2．暗褐色上層（10YR3／3）　ローム枇・パミス・赤色土柁含。

3．。唱褐色t屑（10YR2／3）ローム粒・パミス含。

4　粍1色l，層（川YR4／4）　ローム粒多含、パミス含。

D6号土坑

1暗褐色上層（10YR3／3）　0
炭化物・パミス・ローム含。

D2号土坑

2m

0

＼

・

＼

l

′

！◎

騙三
調査区外

A　　　　　3　B

1　時褐色土層（10YR3／3）

焼上・脱化拉7－少含、ローム粒子・パミス含

2．里掲色上層（10Yfく2／3）
脱化物多含、ローム・パミス含。

3　畔亀色上層（10YR3／4）

ロームフロック多含J

D7号土坑

第87図　土坑（1）
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くl　　＜l

標高702．20m
（1‘80）

2m

1　暗褐色lニ椚（川YIl3／3）ローム・．くミス少乱

2　暗褐色上層（川YR3／′l）ローム紆′くミス多含。

3．暗褐色土田（10YR3／4）ローム粒・パミス少含。

1．ワユ褐色上層（10Ylt2／3）ローーム拉少含，一

D3号土坑

1．10YIと5／3、10YR3／2の混在lニ屑1

H）YIけJ’3ローム含。

D8号土坑
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2m

l　災禍色　一屑（10YR273）炭化物・′くミス・ローム含。

D9号士坑

I　暗褐色＿L灘（1011く3／4）ノミミス・′夷化吻合。．

2　暗掲色刷′i（10Y旧／3）′くミス・炭化物含く

1にぷい領掲色jニ楢（10Y削ノ′3）11一ム多含、成合n

D15号士坑

く八F3　＜I

1　盟約色】層（10YR2／3）　ローム粒「・′、ミス・炭化物合。

2　黒褐色lこ層（10YR3J2）　ローーム粒丁・多含、パミス含。

D18号土坑

④竺◎三A

標高70200m
（1‘80）

2m

1　暗視色t旭（10日目！の　ロ1一ム拉イ・ハミス多含。

2．黒褐色lニ層　日0YR2／3）　ローーム粒子含、パミス少含。

D13号土坑

＼1．

A　　324　　B

1　黒拇色L層（1個用2！3）10YR576ブロック少含。

2．暗褐色Ⅲ屈（10YR3／′1）101rR5′16ブロック多含っ

3！黒l褐色上層（101’R2／2）

4．ロ針阻色目・1（川Ylく3／3）101′lく5！6ブロック少合．

D16号土坑

二l‾＿：

1　咄地色上層（10YR3／3）　ローム拉・パミス多合。

2　暗褐色1‾層（101’R3／1）　ローム多含、バミス・たlt色十含

D19号土坑

第88国　土坑（2）

ー　81一

：＿＿‾：

0　標高70250m　2m（1．80）

1。黙視色⊥▼層（10YR3／2）10m8／4コ←ム・炭化物含。

D14号土坑

ノ＿
A　2　　3　　B

標高702．50m
（1こ80）

2m

1　男褐色上層（101′R2／3）．

2　暗褐色1ニ層（10YR3／3）10YR5／5ブロック多含。

3．取組色士屑（10YR2／2）。

D17号土坑

魁A
標高70240m

（1こ80）
2m

1暗褐色上層（lmrR3／3）ローム粒丁・′くミス含n

2　にぷい鏡褐色土偶（10YR4／3）ロ　ム多含。

D20号土坑
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1
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。18号土坑　′〔≡〕8

第90図　D6・7・8・10・12・13・14・15・16・17・18号土坑出土遺物
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＜l　　　　　く

1．にぷい揖褐色士層（10YR4／3）　02cl”以ト’パミス・10YR8′74ローム含。

D21号土坑

曾◎：A

1．にぷい鍍褐色］‾旭（10YR5／3）

10YIそ3／2・10YRR／4ローム含。，

D24号土坑

、＼し＿・．．・．上二二・、
1

tが1‾l12

D19号土坑

∈ヨプ
1

D22号土坑

＠：
l H18

標高702．TOm
（1ニ80）

2m

1　にぷい品褐色t層（101糾／3）

10YR8／4ローム含．

2　にぷい蹟褐色十層（10YRl／3）
05cnl以トパミス多合

川YR8／1ローム少含。

D22号土坑

‘：‾l‾

＜［　　　＜［

0

1
　
　
　
　
3

′
l
西
日
の

1　暗褐色上層（lDYR3／3）ローーム粒7－台。

2　暗褐色土憎（10YR3／4）　ローム粒7－含。

3　着別段の堆軋

D26号土坑

第91国　土坑（3）

㊨叫　　叫

＜l

調査　区外

0

D23号土坑

』
肛

④
　
A
－
掴

浅哉招色上層　川川肋／4）ロームL休。

2　にふい揖栂色上層（10YR5／3）10YR8／4ローム含。

3　洩是橙色寸二屑（10YR8／rl）10YR5／3含。

4．にぷい鏡招色土人．4（10川7／4）ローム上腕

D25号土坑

ノ
D21号土坑

＼≡三」／ノ
2

第92図　D19・21・22号土坑出土遺物

OK1号壷棺－さ2グリットで検出された。他遺構との重複関係は有さないが、本址が構築された場所は台地から低

湿地への変換点にあたり、おそらくは投棄された土器が堆積した包含層中であるため、多くの遺物が伴出したが、本

址に帰属するものか否かは判断できなっかた。

出土遺物の内、1、2、3が壷棺本体の土器である。1の土器を3にはめ込み、3の土器に1、2を合体させた土

器をはめ込み、横位に楕円形の土坑内に設置している。長軸方位はN－680－Eである。その他の4～17の土器は

壷棺の北から一括出土したものであり、積極的に評価すれば並べられていた（供献？）ものである。無論、消極的に

捉えれば、上記したように投棄されたものとなる。

すべての土器が時期的には弥生時代後期「箱清水式」期のものであり、時間差は認められない。なお、壷棺を設置

した土坑の規模は長軸長一1．3m、短軸長一0．75mの規模であり、断面は鍋底気味の逆梯形である。

●その他のPit、試掘、グリット等の出土遺物については、図化可能なものは図・写真・表にまとめてある。参照されたい。
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奄恕

C D

ヽアヤ

．¶褐色Ⅲ当　日OYR2／3）ローム粒トパミス含。

B
一

A
一

1　取組色寸こ層（10YR2／3）　土器片含。

2　盟褐色土偶（10YR3／1）　土笛パ含。

3　盟色土層（川YR2／l）。

4．月朋も色土用（10YR2／2）。

5．．［罵色上層（10YR17／1）

0　標高704・20m　50cm
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第95図　M．巨M2号溝址出土遺物
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